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人吉お城まつりの武者
行列に参加したお姫さ
まと腰元。ツバキが施
された打ち掛けを身に
付けたお姫さまと、腰
元役の球磨工高の生徒
たちのすてきな笑顔の
写真が撮れました。

PICK UP NEWS !

香港で人吉球磨フェア開催！

「球磨焼酎応援店」認定証を手にする櫓
ろ あ ん

杏の本田代表ら（上）／香港の日本関係機関
にも訪問して情報を収集（下右）／人吉でミニトレインを楽しむ香港の皆さん（下左）

　

肥
後
銀
行
な
ど
が
出
資
す
る
会
社
が
運

営
す
る
香
港
の
熊
本
Ｐ
Ｒ
レ
ス
ト
ラ
ン

「
割
烹 

櫓ろ
あ
ん杏

」
で
開
業
１
周
年
の
記
念
式

典
が
５
月
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
本
市
か
ら
松
岡
市
長
や
一

般
社
団
法
人
人
吉
温
泉
観
光
協
会
の
北
昌し

ょ
う

二じ
ろ
う郎

会
長
、
球
磨
焼
酎
の
関
係
者
な
ど
が

参
加
。
開
業
１
周
年
記
念
事
業
「
櫓
杏
熊

本
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
第
１
弾
と
し

て
、
球
磨
焼
酎
に
合
う
人
吉
球
磨
産
の
食

材
を
使
っ
た
料
理
と
、
全
28
蔵
の
球
磨
焼

酎
が
楽
し
め
る
「
人
吉
球
磨
フ
ェ
ア
」
も

始
ま
り
ま
し
た
。

　

５
月
21
日
に
は
香
港
エ
ク
ス
プ
レ
ス
航

空
の
ジ
ュ
デ
ィ
・
ホ
ー
営
業
部
長
と
香
港

の
観
光
関
係
者
が
本
市
を
訪
れ
、
球
磨
川

下
り
や
球
磨
焼
酎
の
蔵
元
巡
り
な
ど
を
体

験
。
香
港
か
ら
の
観
光
客
誘
致
に
向
け
、

友
好
を
深
め
ま
し
た
。

人吉で輝いている人

熊
本
地
震
の
被
災
地
に
元
気
を
届
け
よ

う
と
２
年
前
に
始
ま
っ
た
「
熊
本
震

災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」。
売
上
の

全
て
を
震
災
の
寄
付
金
に
充
て
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
３
年
目
の
今
回
は
７
月
29
日
㈰
ま
で
の

期
間
中
に
計
20
回
、
約
50
組
が
出
演
す
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
が
春
口
さ
ん
だ
。

春
口
さ
ん
は
、L エ

ル
ア
ン
ド
エ
ー

&
A

 C

カ

ン

パ

ニ

ー
A

M
PA

N
Y

の
代
表

取
締
役
と
し
て
飲
食
店
を
経
営
し
、
料
理
人

と
し
て
自
ら
調
理
場
に
立
つ
傍
ら
、
著
名
人

の
講
演
会
や
球
磨
焼
酎
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
さ
ま
ざ
ま
に
活
動
し
地
域
の
盛
り
上
げ
役

も
担
っ
て
い
る
。

　

26
歳
で
帰
郷
し
た
春
口
さ
ん
は
、
シ
ョ
ッ

ト
バ
ー
を
開
業
後
、
バ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
を

オ
ー
プ
ン
。「
オ
ー
プ
ン
当
時
は
バ
ブ
ル
時

代
で
、
毎
週
の
よ
う
に
お
店
で
音
楽
ラ
イ

ブ
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
」

と
当
時
を
振
り
返
る
。
熊
本
地
震
発
生
後
、

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た

い
」と
、交
流
が
あ
っ
た
地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
に
連
絡
。
二
つ
返
事
で
有
志
が
集
ま
り
、

震
災
か
ら
わ
ず
か
１
カ
月
後
に
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
。
何
度
も
入
場
で
き
る
フ
リ
ー
パ
ス

券
を
販
売
し
、
多
く
の
人
が
イ
ベ
ン
ト
に
賛

同
し
集
ま
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
寄
付
金
は
県
や
上
益
城
郡
御

船
町
に
あ
る
平
成
音
楽
大
学
に
寄
付
。
今
回

は
熊
本
城
復
旧
と
人
吉
市
の
新
市
庁
舎
建
設

に
寄
付
す
る
予
定
だ
。「
被
災
地
に
は
元
気

を
届
け
る
こ
と
が
一
番
。
出
演
者
も
観
覧
者

も
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
被
災
地
支
援
を
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」

人吉で輝いている人

▲店で開催したパーティーで、多くの若者
　が盛り上がる 25 年前の様子

▲開催中のチャリティーコンサートの実行
　委員と出演者の皆さん

はるぐち けい
昭和34年１月31日生まれ。О型。人吉高を卒業後、日
本福祉大学へ進学。教師を目指したが、もう一つの夢
だった料理人を目指すため大学を中退。横浜市内の飲
食店で働き、26歳で帰郷。27歳で九日町に「Shot Bar 
L&A（ショットバー エルアンドエー）」を開業した。
現在は上薩摩瀬町のイタリアンレストラン「BUONO 
BUONO（ボーノボーノ）」でオーナー兼料理人として
腕を振るう。レストラン併設のイベントホール「プリ
マヴェーラ」で開催中の熊本震災チャリティーコンサー
トのフリーパス券は、大人２千円、中高生千円。「BUONO 
BUONO」で購入可能。詳しくはL&A CAMPANY（☎
２４－４５２２）まで。

熊本震災チャリティーコンサートを
主催する

春口 敬さん （城本町）
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
始
め
の
４
月
28

日
・
29
日
の
２
日
間
、
ふ
る
さ
と
歴
史

の
広
場
一
帯
で
本
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
日

本
百
名
城 

人
吉
お
城
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

初
日
は
、
市
内
の
小
学
生
が
集
っ
た
鉦か

ね
た
た叩

き
少
年
隊
な
ど
２
０
０
人
が
会
場
を
練
り
歩

く
武
者
行
列
か
ら
祭
り
が
ス
タ
ー
ト
。ス
テ
ー

ジ
で
は
踊
り
や
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
わ

ら
べ
の
広
場
で
は
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
な
ど
で
遊
ぶ
子

ど
も
た
ち
の
は
し
ゃ
ぎ
声
が
響
い
て
い
ま
し

た
。
夕
方
か
ら
は
九
日
町
通
り
に
移
動
し
、

初
企
画
Ｓ
Ｌ
親
子
リ
レ
ー
や
城
下
町
パ
レ
ー

ド
を
開
催
。
沿
道
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
り

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
や

熊
本
城
お
も
て
な
し
武
将
隊
が
ス
テ
ー
ジ
を

盛
り
上
げ
、
六
調
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
祭

り
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

１＿城内の水の手門を出発し、ステージに向かう武者行列　２＿武者行列には市内小学生
の鉦叩き少年隊も笑顔で参戦　３＿甲

かっちゅう

冑の着付け体験後、家族で記念撮影　４＿華麗な装
飾を施したみこしが祭りを盛り上げる　５＿「ゴールはこっち」。笑顔と泣き顔いっぱい
赤ちゃんハイハイレース　６・７＿わらべの広場は両日子どもたちでにぎわった　８＿六
調子フェスティバルでは、出場者が趣向を凝らしたダンスで競い合う　９＿新企画ＳＬ親
子リレーのスタートダッシュ　10 ＿奉納演武では子どもたちが少林寺拳法を披露　11 ＿
会場内では球磨商高・球磨中央高の生徒が企画したチェックポイントを巡るイベントも　
12 ＿城下町パレードの開始を告げるブラスバンド　13 ＿２日目のステージには熊本城お
もてなし武将隊も登場　14 ＿勇壮なかがり火を手に夜の九日町通りを練り歩く武者行列

７

２

６

８９

11

10

12

13

14

３

1

５

４
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し

【応援メニュー別の寄付件数と金額】（平成29年度）

応援メニュー 寄付件数 寄付額

１ ふるさとの自然環境及び地域景観を保全・活用するための事業 1,333 3,299万4千円

２ 将来の地域を担う子どもたちを応援する事業 1,933 5,422万3,800円

３ 地域で支え合う健康・福祉のまちづくりのための事業 504 1,268万5千円

４ 歴史や文化資源を保存・活用するための事業 344 1,263万2千円

５ 観光振興の充実など活力に満ちたまちづくりのための事業 400 1,169万7千円

６ その他目的達成のために市長が必要と認める事業 1,536 4,247万4,008円

合　計 6,050 1億6,670万5,808円

平成29年度　人吉市ふるさと納税受け入れ状況　

ふるさと納税で１億円以上の寄付を頂きました
　平成 20 年に「ふるさと納税制度」が始まって以来、本市は全国から貴重な寄付を頂いています。平成 29 年度は、
寄付者に贈るお礼の品の種類を増やしＰＲを強化した結果、１年間で 6,050 件、1 億 6,670 万 5,808 円の寄付を頂
きました。頂いた寄付金は、寄付者が選んだ応援メニューに活用しています。
■問合せ　市企画課シティプロモーション推進室（☎２２－２１１１　内線２２２２）

【人吉市ふるさと納税の寄付額】（年度別）【人吉市ふるさと納税の寄付件数】（年度別）
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道路の路側帯をカラー化することで自
動車などのスピードを抑え、歩行者の
安全を守る「グリーンライン」。平成
29 年度は中原小付近の道路をグリー
ンライン化しました。

日本の近代歯科医学の先駆者である郷
土の偉人・一

いちのい

井 正
まさつね

典氏のように志を
高く持ち、グローバルに活躍する青年
を育成するため、市内の高校生をアメ
リカに派遣しました。

通学路グリーンライン化
　　　　　　　　  ……500 万円

青雲の志事業
　　　　　　　 　……140 万円

高校生をはじめ地域住民の交通手段で
ある、くま川鉄道。安全・安心な運行
のために、線路の枕木の交換や踏切遮
断機の取り替え、車両の検査などを行
いました。

平成 28 年の林業フェアで作られた巨
大迷路。その迷路を石野公園展望所内
に設置し、子どもたちの遊び場として
有効活用します。ことしの人吉お城ま
つりでも活用し、子どもに人気でした。

くま川鉄道の施設整備
　　　　　　　　  ……770 万円

石野公園展望所内迷路設置
　　　　　　　  　……100 万円

人吉駅前のシンボルとして観光客に人
気の「からくり時計」。部品や制御装
置などの全体的な修理と塗装を行いま
した。これからも人吉駅前でにぎやか
にお客さまをお迎えします。

からくり時計改修
　　　　　　　      ……700 万円

町内会などからの要望に応え、犯罪防
止や交通安全の確保のため通学路や防
犯上不安のある場所に防犯灯を新設。
また、蛍光灯型の防犯灯は LED 型に
取り替えました。

防犯灯設置
　　　　　　　 　……216 万円

市内９校の小中学校に給食を提供して
いる人吉市学校給食センター。温かい
給食を子どもたちに届けるために、同
センターから各校までの配送に使うご
飯用の食缶を新調しました。

給食用保温食缶購入　　　　　
　　　　　　　　  ……460 万円

商家などが建ち並び昔ながらの町屋風
情が残る鍛冶屋町通りは、観光客も多
く訪れる人気の観光スポット。その美
しい景観を維持するために、石畳の補
修を行いました。

九日町鍛冶屋町線石畳補修工事
　　　　　　　      ……300 万円

自然や街並みに歴史や文化といった
人々の営みを通して形成された人吉の
美しい景観。それを守り、育て、未来
に引き継ぐために市民と一緒に景観づ
くりの目標や方針、ルールを定めます。

人吉市景観計画策定
　　　　　　　　  ……350 万円

子どもの理解力や集中力の向上に役立
つ電子黒板を市内の小学校１校と中学
校２校に 1 台ずつ導入しました。よ
り分かりやすい授業のために、今後も
学校 ICT 環境整備に取り組みます。

電子黒板購入　 
　　　　　　　　……310 万円

人吉球磨地域で路線バスを運行してい
る産交バス。公共交通機関として地域
住民の大切な交通手段となっている路
線バスを維持・確保していくために支
援を行いました。

地方バスの運行支援
　　　　　　　……1,730 万円

平成 29 年度
ふるさと納税
寄付金の使い道

■使い道に関する問合せ
市財政課財政係

（☎２２－２１１１　
　　　　　  内線２１３１）

1,300

H29 H29

166,7066,050
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球
磨
焼
酎
の
魅
力
を
学
ん
で
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
「
球
磨
焼
酎
案
内
人
」
の

養
成
講
座
が
、
新
町
で
４
月
21
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
球
磨
焼
酎
を
販

売
す
る
鳥
越
商
店
が
企
画
し
、
東
京

都
や
沖
縄
県
な
ど
市
内
外
か
ら
16
人

が
参
加
。

　

今
回
か
ら
、
よ
り
深
く
学
べ
る
よ

う
に
小
人
数
制
に
変
更
。講
座
で
は
、

球
磨
焼
酎
酒
造
組
合
の
組
合
員
が
講

師
と
し
て
球
磨
焼
酎
の
歴
史
や
造
り

方
を
説
明
し
た
後
、
20
問
の
試
験
問

題
を
実
施
し
ま
し
た
。
合
格
者
に
は

後
日
、
案
内
人
カ
ー
ド
や
特
製
く
ま

モ
ン
ピ
ン
バ
ッ
チ
な
ど
を
贈
呈
。
今

後
も
定
期
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

球磨焼酎の歴史など講師の話に耳を傾ける参加者たち

　

熊
本
～
人
吉
間
を
走
る
観
光
列
車

「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
の
運
行
開
始
10
年
目

を
記
念
し
た
「
４
・
25
Ｓ
Ｌ
記
念
日
」

が
、
４
月
22
日
に
人
吉
駅
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
一
般
社
団
法
人
人
吉
温

泉
観
光
協
会
主
催
。

　

駅
の
ホ
ー
ム
で
、
人
吉
旅
館
女お

か
み将

の
会
「
さ
く
ら
会
」
な
ど
同
協
会
の

会
員
や
観
光
関
係
者
が
Ｓ
Ｌ
人
吉
を

お
出
迎
え
。
到
着
後
は
、
駅
前
広
場

で
お
茶
や
つ
き
た
て
の
餅
を
配
っ
て

乗
客
な
ど
観
光
客
を
も
て
な
し
ま
し

た
。
駅
前
広
場
に
は
、
機
関
士
の
制

服
や
Ｓ
Ｌ
の
写
真
な
ど
も
設
置
。
観

光
客
は
餅
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
展
示

も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

10年目のSL人吉運行をお祝い
SL人吉運行10年目記念イベント

観光客も SL 人吉運行 10 年目を祝って餅つきに挑戦！

球磨焼酎の魅力を知って広めて
球磨焼酎案内人養成講座

　
「
ご
み
の
な
い
美
し
い
球
磨
川
」

を
テ
ー
マ
に
、
球
磨
川
流
域
の
小
・

中
・
高
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に

実
施
さ
れ
た
「
く
ま
川
ご
み
ゼ
ロ
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」。同
コ
ン
ク
ー

ル
で
金
賞
を
受
賞
し
た
作
品
の
看
板

設
置
式
典
が
、
５
月
12
日
に
中
神
町

の
球
磨
川
そ
ば
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
本
市
か
ら
受
賞
し
た

人
吉
東
小
５
年
（
受
賞
当
時
３
年
）

の
舟
戸
南み

そ
ら星

さ
ん
ら
が
参
加
。
舟
戸

さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の
人
の
思
い
や

り
が
あ
れ
ば
、
球
磨
川
に
す
む
生
き

物
た
ち
も
幸
せ
に
な
る
と
思
い
ま

す
」
あ
い
さ
つ
し
、
描
い
た
作
品
の

看
板
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

球磨川と鮎が描かれた舟戸さんの作品（右）

　

人
吉
市
有
機
農
業
推
進
協
議
会
主

催
の
タ
マ
ネ
ギ
収
穫
体
験
が
、
５
月

３
日
に
中
林
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
タ
マ
ネ
ギ
は
昨
年
11
月
に
市
内

の
小
学
１
～
３
年
の
児
童
と
そ
の
家

族
が
植
え
た
も
の
。

　

当
日
は
27
組
約
70
人
の
家
族
が
参

加
。
収
穫
と
保
存
方
法
を
教
わ
っ
た

後
、
早
速
自
分
た
ち
の
区
画
で
収
穫

体
験
。
収
穫
後
は
、
近
く
の
農
産
物

販
売
所
で
タ
マ
ネ
ギ
を
使
っ
た
ス
ー

プ
や
か
き
揚
げ
な
ど
を
堪
能
し
ま
し

た
。
初
め
て
参
加
し
た
人
吉
西
小
２

年
の
堀
尾
祐ゆ

う
と翔

君
は
「
来
年
も
ま
た

参
加
し
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

大きなタマネギが採れたよ
タマネギ収穫体験

笑顔で収穫の喜びを表現する参加者

きれいな球磨川をいつまでも
くま川ごみゼロポスター看板設置現地式典

　

八
十
八
夜
に
当
た
る
５
月
２
日
、

鍋
屋
本
館
で
、
熊
本
県
茶
商
人
吉
地

区
組
合
員
の
５
社
が
人
吉
温
泉
女お

か
み将

の
会
「
さ
く
ら
会
」
に
新
茶
を
進
呈

し
ま
し
た
。
観
光
客
に
、
県
内
一
の

生
産
量
を
誇
る
人
吉
球
磨
産
の
新
茶

を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
例
年
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
。

　

進
呈
式
で
株
式
会
社
山や

ま
と
く徳

の
山
本

道み
ち
の
り徳

代
表
取
締
役
は
「
人
吉
球
磨
産

の
新
茶
・
玉
緑
茶
の
普
及
に
利
用
し

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
新
茶
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
に
宿
泊
客

に
提
供
さ
れ
、
各
宿
で
一
般
客
が
購

入
で
き
る
よ
う
に
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

にこやかな雰囲気の中、鍋屋本館で新茶をさくら会へ進呈

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域

の
人
な
ど
、
誰
も
が
集
い
交
流
す
る

場
と
し
て
、
認
知
症
カ
フ
ェ
「
Ｄ
カ

フ
ェ
青
い
鳥
」
が
５
月
９
日
、
九
日

町
の
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

同
カ
フ
ェ
代
表
者
の
緒
方
貴
美
子

さ
ん
は
「
来
て
く
れ
た
人
に
、
共
感

し
合
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
胸

に
、
一
人
じ
ゃ
な
い
と
気
付
い
て

帰
っ
て
ほ
し
い
」
と
カ
フ
ェ
で
の
活

動
に
対
す
る
強
い
想
い
を
話
し
て
い

ま
し
た
。
営
業
は
毎
月
第
２
水
曜
日

の
午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分
。
お

茶
代
は
１
０
０
円
で
気
軽
に
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

認知症を分かち合おう
認知症カフェオープン

カフェの利用者に話し掛ける緒方さん（中央）

新茶で宿泊客をおもてなし
さくら会へ新茶を進呈

　

那
須
歯
科
医
院
院
長 

那
須
智ち

は
る治

さ
ん
が
、
開
院
１
０
０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
新
市
庁
舎
の
防
災
機
能
整

備
に
１
０
０
万
円
を
寄
付
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

５
月
18
日
に
市
長
室
で
行
わ
れ
た

寄
付
贈
呈
式
で
は
、
那
須
医
院
長
か

ら
松
岡
市
長
へ
目
録
を
贈
呈
。
那
須

医
院
長
は
「
こ
れ
ま
で
市
民
の
方
に

お
世
話
に
な
っ
た
の
で
、
市
に
恩
返

し
が
し
た
い
と
思
い
寄
付
し
ま
す
。

市
民
が
安
心
で
き
る
防
災
に
優
れ
た

市
庁
舎
を
造
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
寄
付
金
は
新
市
庁

舎
を
防
災
拠
点
に
す
る
た
め
の
活
動

や
整
備
に
活
用
し
ま
す
。

松岡市長に寄付を贈呈する那須医院長夫妻

市民が安心できる市庁舎へ
新市庁舎防災機能整備への寄付贈呈

　

進
路
指
導
の
一
環
と
し
て
５
月
18

日
に
、
第
一
中
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で

同
校
の
3
年
生
に
松
岡
市
長
が
講
話

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
人
吉
の
将
来
を
考
え
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
を
基
に
、
人
吉
の
課
題
や
対

策
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
ど
う
生
き

て
い
く
か
を
説
明
。「
人
間
社
会
で
人

が
平
和
で
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
ど
う
貢
献
す
る
か
を
一
人

一
人
考
え
て
ほ
し
い
」
と
松
岡
市
長

か
ら
生
徒
へ
伝
え
ま
し
た
。
講
話
を

聞
い
た
生
徒
た
ち
は
「
広
い
視
野
を

持
っ
て
、
新
し
い
常
識
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
」
と
市
長
に
意
気
込
み
と

感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

松岡市長の講話に聞き入る 3 年生たち

人吉の未来は君たちの手に！
第一中の総合学習で松岡市長講話
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 中原校区
対象町内会

避難予定場所 災害対策支部詰所
（自主避難可）自主避難所 指定避難所

上 林 一 区 地域学習センター

スポーツパレス

第二中

【林・薩摩瀬支部】
スポーツパレス

上 林 二 区 上林二区公民館
中 林

スポーツパレス
下 林 前 村
下 林 仮 屋
下 林 二 区

温 泉

中 神 城 本 地域学習センター
中原コミセン

中原小

【中原支部】
中原コミセン

中 神 大 柿 農村集落センター 西瀬コミセン
西瀬小中 神 小 柿 西瀬コミセン

中 神 段 地域学習センター

中原コミセン

中原小

中 神 馬 場 中神町馬場公会堂
瓜 生 田 地域学習センター
西 門 地域学習センター

堀 堀町内公民館
荒 毛 中原コミセン
羽 田 羽田町公民館
上 野 中原コミセン

嵯 峨 里 嵯峨里公民館
上 原 上原町内会館
牛 塚 牛塚公民館
尾 崎 尾崎公民館
菖 蒲

上原田
活性化センター馬 草 野

尾 曲

 西校区
対象町内会

避難予定場所 災害対策支部詰所
（自主避難可）自主避難所 指定避難所

井 ノ 口 地域学習センター

東西コミセン

人吉西小

球磨工業高校

【西支部】
東西コミセン

合 ノ 原 合ノ原町公民館 
瓦 屋

修成館
城 本

駒 井 田 駒井田町公民館
上 青 井

青井阿蘇神社
中 青 井
下 青 井 下青井町内会館

鶴 田 鶴田町内会館

人吉商工会議所
人吉高校
人吉東小

中小企業大学校

【東支部】
人吉商工
会議所

 東校区
対象町内会

避難予定場所 災害対策支部詰所
（自主避難可）自主避難所 指定避難所

上 新 観音寺

人吉商工
会議所

人吉高校

人吉東小

中小企業
大学校

【東支部】
人吉商工
会議所

下 新 リハビリテーション
病院

南 願 成 寺
地域学習センター
観音寺

北 願 成 寺
北願成寺町公民館
願成寺

南 泉 田
大信寺

北 泉 田
鬼 木 鬼木町内会館
七 日 七日町町内会館
五 日 五日町会館
二 日 二日町内会館

九 日 球磨病院７階
会議室

大 工 大工町会館
紺 屋 紺屋町会館

鍛 冶 屋 鍛冶屋町会館
新 新町町内会館

市保健センター

第一中

【川南支部】
市保健センター

麓 林鹿寺
南 寺 市保健センター

田 林鹿寺

 西瀬校区
対象町内会

避難予定場所 災害対策支部詰所
（自主避難可）自主避難所 指定避難所

宝 来

スポーツパレス スポーツパレス

第二中

【林・薩摩瀬支部】
スポーツパレス

相 良
上 薩 摩 瀬
下 薩 摩 瀬
下 城 本 下城本町公民館
矢 黒  矢黒公民館 西瀬コミセン

西瀬小

第一中

【西瀬南支部】
西瀬コミセン

永 野  永野町公民館

上 戸 越  上戸越町公民館

下 戸 越  下戸越町公民館
鹿 目  西瀬コミセン

 鹿目分館
西瀬コミセン
鹿目分館中 神 段 山

※新町には老神・土手・灰久保、麓町には富ヶ尾（一部）・中城・
　原城、田町には上原・富ヶ尾（一部）を含みます。

【問合せ】市防災安全課防災安全係
　　　　  （☎２２－２１１１ 内線３３７１）

確 認しましょう！

 大畑・矢岳校区
対象町内会

避難予定場所 災害対策支部詰所
（自主避難可）自主避難所 指定避難所

上 漆 田 上漆田町公民館

大畑コミセン

大畑小

第三中

【大畑支部】
大畑コミセン

下 漆 田 下漆田町公民館
東 漆 田 東漆田公民館 
上 田 代 上田代町公民館 
下 田 代 下田代公民館
大 畑 大畑町公民館

大 畑 柴 笠 大畑コミセン
大 畑 麓 大畑麓町公民館
小 川 内 大畑コミセン
大 野 大野町公民館
矢 岳 大畑コミセン

 東間・大塚校区
対象町内会

避難予定場所 災害対策支部詰所
（自主避難可）自主避難所 指定避難所

西 間 上 西間上町公民館 市保健センター

第一中

【間支部】
東間コミセン

西 間 下 西間下町公民館

東 間 上 東間上町公民館 

東間コミセン

東間小

東 間 下 東間下町公民館 
浪 床 浪床町公民館
七 地 七地町公民館
蓑 野 蓑野町公民館
蟹 作 蟹作町公民館

赤 池 原 赤池原町公民館
赤 池 水 無 赤池水無町公民館
赤 池 水 無

外 園
赤池水無町
外園公民館

古 仏 頂 古仏頂町公民館
木 地 屋

東間コミセン桑 木 津 留
東間コミセン
田野
活性化センター

大 塚
高 仁 田 田野

活性化センター田 野

避難所の種類

梅雨の時季になりました。河川の氾濫や土砂災害、台風、地震などの災害
から身を守るには、“ 日頃の備え ” と “ 早めの避難 ” が大切。もしもの

ときの避難場所や経路を、家族みんなで確認しておきましょう。

自主避難所
　市が発令する避難勧告・避難指
示を受けてではなく、自分の判断
で避難する施設。知人や親戚の家
などの安全な場所が確保できない
方のために、町内会の判断や市の
要請で開設します。

※赤文字の指定避難所は避難勧告・避難指示が発令された場合に開設す
　る避難所です。大規模災害時は、それ以外の指定避難所も開設します。

※自主避難所は必ず全てを開設するわけではありません。避難の前に必ず各
　災害対策支部や町内会に確認してください。
※自主避難所は一時的に開設するもので、食事や寝具などは準備していませ
　ん。各自で準備をお願いします。

指定避難所
　市が避難勧告・避難指示を発令
した場合に、主な避難所として開
設する施設。災害が発生した時や
災害の危険性があるときに開設し
て、避難したり、一時的に滞在し
たりします。

災害対策支部詰所連絡先
東西コミセン ☎ 28 －3230 中原コミセン ☎ 24 －1764
西瀬コミセン ☎ 22 －6934 スポーツパレス ☎ 22 －1688
東間コミセン ☎ 24 －3381 保健センター ☎ 24 －8010
大畑コミセン ☎ 23 －0830 人吉商工会議所 ☎ 22 －3101

乳幼児避難所
　 市 保 健 セ ン タ ー（ 西 間 上 町
２６４６－１　旧人吉高等看護専
門学校）を乳幼児避難所に指定し
ています。※乳児は生後１年ごろ
まで、幼児は満１歳から小学校就
学までの子どものことです。

―あなたの町の避難場所―

防災安全課　湯山 友
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【問合せ】市福祉課福祉政策係（☎２２－２１１１　内線１１４１）

　災害時の避難行動に支援が必要な方
(避難行動要支援者)を、誰が避難支援
するのかといった情報を書き込んだ地
図で、地域の皆さんが日頃から情報を
共有していざというときに備えるもの
です。
　市では、住民参加の「支え合い体制
づくり」の方法として、災害時だけで
なく日常的な支え合い活動にも活用で
きる「災害時等支え合いマップ」づく
りを推進しています。出前講座として
市福祉課職員がサポートしますので、
お住まいの町内会で「災害時等支え合
いマップ」を作成してみませんか?

 

要支援者情報（一部例）

空き家

75歳以上一人暮らし

高齢者世帯
同居者有り

□災害時等支え合いマップとは

　災害時に自力で避難ができないと思われる
方（高齢者・障がい者など）は、福祉台帳（避
難行動要支援者）に登録してください。登録
された情報は、災害に備え防災機関などで災
害時の安否確認・避難・救助活動や防災訓練
などに活用します。

　市福祉課（市役所西間別館２階５番窓口）
にある申込書に記入し提出してください。登
録には印鑑が必要です。
※すでに登録している方は必要ありません。

地図上にシールを貼り作成します

つくりませんか？
災害時等支え合いマップを

災害時に自力で避難できない方は登録を！

□登録方法

平成30年度の町内嘱託員総会・町内会長嘱託員連合会総会を５月18日にアンジェリーク平安で開催しました。
平成29年度で退任された旧町内嘱託員の皆さん大変お疲れさまでした。
山下 三郎連合会長をはじめとした本年度の町内嘱託員の皆さんよろしくお願いします。
平成30年度の町内嘱託員と町内会長嘱託員連合会役員の皆さんをご紹介します。

山下　三郎
町内会長嘱託員連合会会長

平成30年度　町内嘱託員一覧
町内会名 氏　名 町内会名 氏　名 町内会名 氏　名 町内会名 氏　名

上 新 町 宮
み や た

田　正
まさのぶ

信 駒 井 田 町 井
い で

手　三
さぶろう

郎 東 漆 田 町 井
いのうえ

上　道
み ち よ

代 下 林 町 仮 屋 後
あとむら

村　久
きゅうご

悟

下 新 町 家
い え き

城　正
まさのぶ

信 上 青 井 町 松
ま つ お

尾　啓
けいいち

一 上 田 代 町 小
こ ぞ の

園　隆
たかみつ

光 下 林 町 二 区 山
やました

下　三
さぶろう

郎

南 願 成 寺 町 吉
よしざわ

澤　千
ち け い

啓 中 青 井 町 中
なかむら

村　良
よしろう

郎 下 田 代 町 森
もりした

下　敏
としのり

憲 温 泉 町 猪
い こ

古　昭
あきひろ

洋

北 願 成 寺 町 岡
お か だ

田　昭
あきのり

範 下 青 井 町 吉
よしむら

村　政
まさひろ

浩 大 畑 町 水
みなまた

俣　康
やすひこ

彦 中 神 町 城 本 林
はやし

　茂
しげる

南 泉 田 町 中
なかやま

山　英
ひ で し

志 西 間 上 町 高
たかはし

橋　昭
しょうぞう

三 大 畑 町 柴 笠 松
まつもと

本　廣
ひ ろ し

志 中 神 町 大 柿 尾
お が た

方　和
かずとし

敏

北 泉 田 町 苧
お ぞ の

園　孝
たかゆき

之 西 間 下 町 松
ま つ だ

田　茂
しげる 大 畑 麓 町 大

おおかわ

川　岩
い わ み

見 中 神 町 小 柿 和
わ だ

田　孝
たかし

鬼 木 町 下
し も た し ろ

田代　勝
まさる 東 間 上 町 東

ひがし

　侯
き み お

男 大畑麓町小川内 小
こ さ げ

提　利
としのり

典 中 神 町 段 田
た な か

中　正
まさたか

孝

七 日 町 谷
たにみず

水　悟
さとる 東 間 下 町 多

た き た

喜田  友
ともみつ

光 大 野 町 中
なかむら

村　憲
け ん し

司 中 神 町 段 山 毎
まいとこ

床　福
ふ く み

美

五 日 町 深
ふかみず

水　雄
ゆ う じ

二 浪 床 町 竹
た け だ

田　文
ふみろう

郎 矢 岳 町 高
た か せ

瀬　義
よ し み

三 中 神 町 馬 場 木
き む ら

村　秀
ひでとし

敏

二 日 町 清
き よ た

田　敏
としふみ

文 七 地 町 丸
まるやま

山　善
ぜんとし

利 宝 来 町 山
やまぐち

口　眞
しんいち

一 下原田町瓜生田 栁
や な せ

瀨　龍
たつよし

義

九 日 町 勘
か ん め ら

米良　孝
たかし 蓑 野 町 田

た な か

中　照
てるひさ

久 矢 黒 町 川
か わ の

野　重
しげみつ

光 下原田町西門 富
とみやま

山　茂
しげる

大 工 町 郡
こおりやま

山　繁
しげはる

治 蟹 作 町 木
きのした

下　博
ひろし 相 良 町 中

なかむら

村　雅
まさたか

孝 下 原 田 字 堀 和
わ だ

田　享
とおる

紺 屋 町 渕
ふ ち き

木　精
せ い じ

二 赤 池 原 町 北
きたむら

村　和
か ず と

人 上 薩 摩 瀬 町 尾
お ざ き

﨑　正
まさひろ

博 下原田町荒毛 蓑
み の も

毛　幸
こういち

一

鍛 冶 屋 町 吉
よ し だ

田　力
ちから 赤 池 水 無 町 平

ひらやま

山　正
まさみち

道 下 薩 摩 瀬 町 宮
みやがわ

川　勝
かつゆき

之 下原田町羽田 岩
いわさき

﨑　俊
しゅんいち

一

新 町 横
よ こ い

井　正
まさはる

治 赤池水無町外園 赤
あかいけ

池　富
とみあき

昭 下 城 本 町 和
わ だ

田　榮
え い じ

司 下原田町上野 井
い ふ く

福　伸
のぶひろ

弘

麓 町 中
なかしま

島　勉
つとむ 古 仏 頂 町 源

げ じ ま

嶋　正
ま さ と

人 永 野 町 元
も と だ

田　國
くにひろ

博 下原田町嵯峨里 尾
お が た

方　篤
あつし

南 寺 町 松
まつなが

永　筆
ふ で こ

子 木 地 屋 町 蓑
み の だ

田　賢
け ん じ

二 上 戸 越 町 段
だんむら

村　憲
けんいち

一 上原田町上原 上
うえはら

原 日
ひ で か ず

出一

田 町 原
はらぐち

口　英
えいいち

一 東大塚町桑木津留 田
た や ま

山　安
や す お

雄 下 戸 越 町 原
はら

　憲
けんいち

一 上原田町牛塚 牛
うしづか

塚　春
は る み

美

井 ノ 口 町 迫
さ こ だ

田　一
かずあき

秋 大 塚 町 田
た や ま

山　豊
ゆたか 鹿 目 町 槻

つ き ぎ

木　孝
た か し

至 上原田町尾崎 内
うちたに

谷　孝
こういち

一

合 ノ 原 町 嶋
し ま だ

田　勝
まさひろ

弘 西大塚町高仁田 村
むらかみ

上　毅
たけし 上 林 町 一 区 竹

たけした

下　豊
ゆたか 上原田町菖蒲 菖

しょうぶ

蒲　健
け ん じ

次

瓦 屋 町 白
しらいし

石　信
の ぶ お

雄 田 野 町 元
も と だ

田　宗
むねはる

治 上 林 町 二 区 越
こしがえ

替　進
しんいち

一 上原田町馬草野 川
かわばた

端　一
かずゆき

行

鶴 田 町 告
つげもと

本　正
まさひろ

廣 上 漆 田 町 上
うえむら

村　富
とみあき

章 中 林 町 寿
じゅふく

福　廣
ひ ろ み

視 上原田町尾曲 尾
おまがり

曲　義
よしあき

秋

城 本 町 城
しろもと

本　雄
ゆ う じ

二 下 漆 田 町 犬
いんどう

童　義
よしかず

和 下 林 町 前 村 大
おおやま

山　明
あきら

※赤文字の方は、本年度から新しく町内嘱託員になった方です。

問合せ　市自治振興課自治支援係（☎２２－２１１１  内線２１２４）

【連合会会長】山下　三郎（下林町二区）
【副会長】吉田　力（鍛冶屋町)、中村　良郎（中青井町)、田中　照久(蓑野町）、
  　　　　中村　憲司（大野町)、原　憲一（下戸越町）

【書記】尾曲　義秋（上原田町尾曲）　【会計】林　茂（中神町城本）
【監査】中島　勉（麓町）、松田　茂（西間下町）
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お
知
ら
せ

情　 報
ひろば

人吉市関連施設
カ ル チ ャ ー パ レス ☎２４－３３１１

ス ポ ー ツ パ レ ス ☎２２－１６８８

水 道 局 ☎２２－５４９７

保 健 セ ン タ ー ☎２４－８４２０

石 野 公 園 ☎２２－６７００

人 吉 城 歴 史 館 ☎２２－２３２４

鉄 道 ミ ュ ー ジ ア ム ☎４８－４２００

人吉市役所 ☎２２－２１１１( 代表 )

住　　所　〒 868-8601 人吉市下城本町　
　　　　　１５７８番地１
開庁時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
 　　　　   （木曜は～午後７時）
開 庁 日　月～金曜 ( 祝日を除く )
ホームページ　
　　　　http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

６
月
15
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

中
原
コ
ミ
セ
ン

テ
ー
マ　

散
歩「
雨
の
日
の
遊
び
」

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

う
ぉ
〜
む
は
あ
と

７
月
の
案
内

　

さ
ざ
な
み
☆
う
ぉ
～
む
は
あ
と

は
、
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に

集
っ
て
交
流
す
る
場
で
す
。

人
吉
市
教
育
委
員
会

定
例
会
が
傍
聴
で
き
ま
す

　

定
例
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
傍
聴

で
き
ま
す
。

期
日　

６
月
27
日
㈬

時
間　

午
前
９
時
30
分
～

場
所　

人
吉
城
歴
史
館
研
修
室

問
合
せ　

市
教
育
総
務
課
総
務
係

時
間　

午
前
10
時
～

場
所　

さ
ざ
な
み
保
育
園

４
日
㈬　

年
齢
別
活
動（
０
歳
児
）

11
日
㈬　

年
齢
別
活
動
（
１ 

・
２

歳
児
）

14
日
㈯　

夏
ま
つ
り

18
日
㈬　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

20
日
㈮　

給
食
体
験

25
日
㈬　

子
育
て
講
座
「
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
鑑
賞
」、
場
所
：
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス

※
サ
ー
ク
ル
活
動
、
自
由
利
用
、

保
育
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

開
所
時
間　

平
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時

利
用
料　

無
料
（
材
料
代
な
ど
を

除
く
）

人吉市の住民基本台帳人口
平成 30 年４月末日現在

※（ ）は前月比

人の動き

総　数　32,791 人（＋ 127 人）
　男　　15,096 人（＋   78 人）
　女　　17,695 人（＋   49 人）
世帯数　15,629 世帯

 （＋ 104 世帯）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

夏
の
番
組

　

６
月
７
日
㈭
か
ら
「
夏
の
星
座

解
説
」と「
学
校
の
七
不
思
議（
６

月
７
日
㈭
～
７
月
31
日
㈫
）」・「
星

申
込
・
問
合
せ　

さ
ざ
な
み
☆

う
ぉ
～
む
は
あ
と
（
☎
22
‐

７
１
７
７
）、
さ
ざ
な
み
保
育
園

（
☎
22
‐
５
５
１
９
）

※
６
月
12
日
㈫
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

‐
９
５
６
６
）

空
へ
の
夢
（
８
月
２
日
㈭
～
）」

を
投
影
し
ま
す
。

投
影
時
間

火
・
木
曜
＝
午
後
２
時
～

土
・
日
曜
、
祝
日
＝
午
前
11
時
～
、

午
後
２
時
～

※
６
月
５
日
㈫
の
番
組
入
れ
替
え

作
業
と
、
７
月
17
日
㈫
の
休
館
日

の
投
影
は
行
い
ま
せ
ん
。

料
金　

高
校
生
以
上
＝
２
１
０
円

　
　
　

小
中
学
生
＝
１
０
０
円

　
　
　

未
就
学
児
＝
無
料

※
団
体
投
影
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。

問
合
せ　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

【お詫びと訂正】　広報ひとよし５月１日号（1105号）P19「人吉球磨スマートインターチェ
ンジ(仮称)建設に伴う国道219号の切替工事のお知らせ」に誤りがありました。
誤：終日片側交互通行、正：夜間片側交互通行。訂正しお詫び申し上げます。

市
内
を
流
れ
る
川
を

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
市
内
の
主
要
な
11
河

川
の
17
地
点
で
、
毎
月
水
質
状
況

を
検
査
し
て
い
ま
す
。
平
成
29

年
度
の
水
質
検
査
結
果
の
Ｂ
Ｏ

Ｄ
（
水
質
汚
濁
を
表
す
指
標
）
の

評
価
は
、
最
も
き
れ
い
な
「A

A

」

が
16
地
点
、
２
番
目
に
き
れ
い
な

「
Ａ
」
が
１
地
点
で
し
た
。

　

市
内
の
河
川
は
と
て
も
き
れ
い

な
水
質
で
す
。
こ
の
水
質
を
維
持

す
る
た
め
に
、
身
近
な
川
の
環
境

や
美
化
に
関
心
を
持
ち
、
川
に
優

し
い
生
活
や
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

 ひとよし未来カフェ（地域座談会）

平成29年度

開
催
日

対
象
町
内
な
ど

人
数

６
／
16

北
泉
田
町

11
人

６
／
26

南
泉
田
町

９
人

６
／
29

大
野
町

33
人

６
／
30

下
原
田
町
西
門

21
人

７
／
５

永
野
町

21
人

７
／
６

宝
来
町

14
人

７
／
11

下
原
田
町
嵯
峨
里

23
人

８
／
９

蟹
作
町

20
人

８
／
21

上
原
田
町

15
人

８
／
26

中
林
町

37
人

９
／
１

下
原
田
町
瓜
生
田

15
人

９
／
１

上
漆
田
町

18
人

９
／
27

下
原
田
町
羽
田

９
人

９
／
28

大
畑
町

32
人

10
／
10

中
神
町
馬
場

７
人

10
／
13

下
原
田
町
堀

34
人

10
／
27

大
畑
麓
町

17
人

11
／
６

蓑
野
町

19
人

11
／
９

北
願
成
寺
町

15
人

11
／
17

東
間
下
町

15
人

実績報告

◆
参
加
者
数

人
吉
市
で
は
、
市
長
と
市
民

の
皆
さ
ん
が
直
接
語
り
合

い
、
市
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
地
域
座
談

会
「
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ
」
を

平
成
28
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
町
内
単
位
で

20
回
開
催
。
延
べ
３
８
５
人
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
、
松
岡
市
長
か
ら
現

在
の
市
の
施
策
の
状
況
や
新
市
庁

舎
建
設
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
説

明
を
し
た
後
、
参
加
者
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
質
問
や
、
地
域

の
問
題
点
・
要
望
な
ど
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

◆
各
会
場
で
出
さ
れ
た
参
加
者
か

ら
の
質
問
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市

長
の
回
答
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。（
Ｑ
→
参
加
者
か
ら
の
質
問
、

Ａ
→
市
長
の
回
答
）

Ｑ
麓
町
の
本
庁
舎
は
崩
す

が
、
そ
の
後
は
ど
う
な

る
の
か
？

Ａ
麓
町
本
庁
舎
は
、
国
の

史
跡
内
に
あ
る
た
め
、

文
化
庁
と
話
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
新
た
に
何
か
を

す
る
と
き
は
発
掘
調
査
を
し
な
い

と
い
け
な
い
可
能
性
も
あ
り
時
間

が
か
か
る
。
今
の
と
こ
ろ
何
も
決

め
て
い
な
い
。

Ｑ
国
民
宿
舎
は
今
後
ど
う

な
る
の
か
？

Ａ
く
ま
川
下
り
株
式
会
社

に
経
営
を
委
託
し
て
い

た
が
、
平
成
29
年
度
か
ら
受
託
で

き
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
市
で

は
、
今
後
の
活
用
の
検
討
を
重
ね

て
い
る
。
活
用
の
1
つ
は
観
光
の

情
報
発
信
の
場
と
し
て
決
定
。
そ

の
ほ
か
は
決
定
次
第
、
速
い
段
階

で
皆
さ
ん
に
示
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
空
き
家
が
多
い
が
、
空

き
家
や
古
民
家
の
活
用

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？

Ａ
空
き
家
が
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
る
が
、
古
民
家

な
ど
趣
の
あ
る
建
物
も
た
く
さ
ん

あ
る
。
市
で
は
、
平
成
29
年
度
に

空
き
家
の
状
況
調
査
を
実
施
し
て

現
状
を
ま
と
め
た
後
、
空
き
家
活

用
の
方
針
を
出
す
予
定
。
移
住
者

の
住
ま
い
と
し
て
の
活
用
の
ほ

か
、
宿
泊
所
や
カ
フ
ェ
、
雑
貨
屋

な
ど
、
民
間
で
空
き
家
を
ど
ん
ど

ん
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ
企
業
誘
致
の
1
つ
と
し

て
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
と

言
わ
れ
た
が
、
具
体
的
な
計
画
は

あ
る
の
か
？

Ａ
関
心
を
持
つ
企
業
は
あ

り
、
実
現
に
向
け
て
働

き
か
け
て
い
る
段
階
。
Ｉ
Ｔ
企
業

は
、
パ
ソ
コ
ン
が
あ
っ
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
環
境
が
あ

れ
ば
ど
こ
で
も
仕
事
が
で
き
る
。

Ｉ
Ｔ
企
業
誘
致
は
、
東
京
に
本
社

が
あ
る
会
社
に
支
店
を
人
吉
市
に

出
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
、

工
場
で
は
な
く
事
務
所
を
誘
致
し

て
い
く
イ
メ
ー
ジ
。

平
成
30
年
度
も
開
催
し
ま
す

　

地
域
座
談
会
の
開
催
日
程
は
、

広
報
ひ
と
よ
し
や
回
覧
板
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

問合せ　市企画課シティプロモーション推進室
　　　　（☎２２－２１１１  内線２２２２）

◆ 

平
成
29
年
度
開
催
実
績

合
計
３
８
５
人
（
う
ち
男
性

２
２
４
人
・
女
性
１
６
１
人
）
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交
通
事
故
で
国
保
を
使
う
と
き

は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

自
動
車
事
故
な
ど
第
三
者
行
為

で
け
が
や
病
気
を
し
た
と
き
の
治

療
費
は
、
加
害
者
が
負
担
す
る
の

が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
加
害
者

に
支
払
い
能
力
が
な
い
場
合
や
損

害
賠
償
に
時
間
が
か
か
る
場
合

は
、
被
害
者
救
済
と
し
て
必
要
な

治
療
費
を
国
民
健
康
保
険
が
立
て

替
え
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
が
加
害
者
に
費

用
を
請
求
す
る
場
合
「
第
三
者
行

為
に
よ
る
被
害
届
」が
必
要
で
す
。

保
険
証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
た

場
合
は
、
市
保
険
年
金
課
（
市
役

所
西
間
別
館
１
階
）
に
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の
（
交
通
事

故
の
場
合
）

　

第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
・

交
通
事
故
証
明
書
・
事
故
発
生
状

況
報
告
書
・
念
書
・
誓
約
書
・
印

鑑
・
国
民
健
康
保
険
証
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
と
本
人
確
認
書
類

※
通
勤
中
や
仕
事
中
の
け
が
の
場

合
は
、
労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
て

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が
使
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
保
険
年
金
課
国
保
年

金
係

上
水
道
の
工
事
は

指
定
工
事
店
に
お
任
せ
！

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
の
実
績

平
成
30
年
度

労
働
保
険
年
度
更
新

　

家
屋
の
新
築
や
改
装
、
解
体
に

よ
る
上
水
道
工
事
、
水
漏
れ
の
修

繕
な
ど
は
、
簡
易
な
修
繕
（
蛇

口
・
パ
ッ
キ
ン
の
取
り
換
え
な

ど
）
を
除
き
市
水
道
局
が
指
定
し

た
工
事
店
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ

ん
。
指
定
工
事
店
以
外
で
修
繕
し

た
場
合
、
水
道
料
金
の
漏
水
減
免

が
適
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
必

ず
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

　

電
話
帳
な
ど
に
「
水
道
局
指
定

工
事
店
」
と
書
い
て
あ
っ
て
も
、

人
吉
市
の
水
道
局
指
定
工
事
店
で

は
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
工
事

や
修
繕
、
指
定
工
事
店
に
関
す
る

お
尋
ね
は
、
市
水
道
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
店

の
一
覧
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

市
上
水
道
課
施
設
係

　

人
吉
市
の
平
成
29
年
度
の
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
の
実

績
は
、
５
集
落
で
集
落
協
定
が
締

結
さ
れ
、
交
付
対
象
面
積
66
万
９ 

３ 

７ 

９ 

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
交

付
総
額
８
３
１
万
３
３
６
４
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
用
地
の
維
持
・
管
理
は
、
市

が
現
地
確
認
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

米
・
麦
・
飼
料
作
物
・
野
菜
な
ど

が
作
付
け
さ
れ
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

問
合
せ　

市
農
業
振
興
課
農
政
係

　

平
成
30
年
度
の
労
働
保
険
年
度

更
新
受
付
期
限
は
、
７
月
10
日
㈫

で
す
。

障
害
基
礎
年
金
受
給
者
は

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

年
金
証
書
に
印
刷
し
て
あ
る

年
金
コ
ー
ド
が
「
６ 

３ 

５ 

０
」

「
２
６
５
０
」
の
障
害
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
７
月
31

日
㈫
ま
で
に
「
年
金
受
給
権
者
現

況
届
」（
現
況
届
）
を
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場

合
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
年
金

コ
ー
ド
の
方
の
提
出
期
限
は
「
誕

生
月
の
末
日
」
で
す
。

※
現
況
届
は
日
本
年
金
機
構
か
ら

直
接
送
付
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
（
☎

０
９
６
５
‐
35
‐
６
１
２
３
）、

市
保
険
年
金
課
国
保
年
金
係

　

県
管
理
の
市
房
ダ
ム
で
は
、
こ

梅
雨
期
前
に
市
房
ダ
ム
の

水
を
放
流
し
ま
す

６
月
定
例
市
議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
議
会
活
動
や
市
政
の
方
向
性
が

分
か
る
本
会
議
を
傍
聴
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
議
場
に
傍
聴
席
を
設

け
て
い
ま
す
。
施
政
方
針
や
市
議

会
議
員
の
一
般
質
問
な
ど
の
傍
聴

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
会
中
継

を
配
信
し
て
い
て
、
市
内
各
コ
ミ

セ
ン
や
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
で
も
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
コ
ミ
セ
ン
で
視
聴
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

コ
ミ
セ
ン
か
市
社
会
教
育
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
日
程
（
予
定
）

◎
６
月
４
日
㈪　

開
会
・
提
案
理

　

由
説
明

◎
６
月
12
日
㈫
～
14
日
㈭　

一
般

　

質
問

◎
６
月
26
日
㈫　

委
員
長
報
告
・

湯
る
り
ん
サ
ロ
ン

７
月
の
案
内

　
「
湯
る
り
ん
サ
ロ
ン
」
は
、
介

護
予
防
や
居
場
所
づ
く
り
が
目
的

の
サ
ロ
ン
で
、
月
１
回
校
区
ご
と

に
運
動
や
口
腔
ケ
ア
、
脳
ト
レ
な

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し
て
い
ま

す
。気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　

湯
る
り
ん
セ
ン
タ
ー
（
市

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

温
泉
町

２
４
５
６
‐
１
）

対
象　

市
内
に
住
む
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
方

参
加
費　

５
０
０
円

３
日
㈫　

中
原
校
区

４
日
㈬　

西
校
区

10
日
㈫　

大
畑
校
区
①

11
日
㈬　

大
野
・
矢
岳
地
区

17
日
㈫　

東
間
校
区

18
日
㈬　

西
瀬
校
区

24
日
㈫　

東
校
区

25
日
㈬　

大
畑
校
区
②

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
し
ま

す
。
時
間
や
乗
降
場
所
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

湯
る
り
ん
セ
ン
タ
ー

（
☎
24
‐
４
９
６
７
）

　

採
決
・
閉
会

※
日
程
な
ど
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

時
間　

原
則
午
前
10
時
～

場
所　

市
役
所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ

ス
仮
本
庁
舎
２
階
議
場

問
合
せ　

市
議
会
事
務
局
、
市
社

会
教
育
課

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w

w
w

.city.hitoyoshi.lg.jp/

（
人
吉
市
議
会
→
議
会
中
継
）

と
し
の
梅
雨
期
か
ら
「
予
備
放
流

（
試
行
）」
を
始
め
ま
す
。
予
備
放

流
と
は
、
洪
水
が
予
想
さ
れ
る
場

合
、
農
業
用
水
で
貯
め
て
い
る
水

を
あ
ら
か
じ
め
放
流
し
て
ダ
ム
に

貯
め
る
量
を
増
や
す
こ
と
で
す
。

　

予
備
放
流
時
は
、
通
常
の
放
流

と
同
じ
く
、
サ
イ
レ
ン
や
警
報
車

で
の
警
報
活
動
を
行
い
ま
す
。
雨

が
降
っ
て
い
な
い
時
に
放
流
す
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

６
月
11
日
㈪
～
７
月

21
日
㈯

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
河
川
課
（
☎
０
９
６

‐
３
３
３
‐
２
５
１
０
）、
県

市
房
ダ
ム
管
理
所
（
☎
44
‐

０
３
０
４
）

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w

w
w

.pref.kum
am

oto.jp/
kiji_23259.htm

l 

平成29年度中山間地域等直接支払交付金の実績
協定集落名 急・緩 参加戸数 面積（㎡） 交付額（円）

上戸越開墾 急・緩 12 105,913 2,096,266
大 畑 麓 急・緩 26 207,821 3,112,978
下 田 代 急・緩 38 182,113 1,715,864
木地屋駒返 緩 7 24,341 194,728

田 野 緩 17 149,191 1,193,528
合 計 100 669,379 8,313,364

　

労
働
保
険
は
、
一
部
を
除
い
て

一
人
で
も
労
働
者
が
い
る
事
業
者

は
必
ず
加
入
が
必
要
で
す
。
加
入

手
続
き
を
し
て
い
な
い
場
合
は
近

く
の
労
働
基
準
監
督
署
か
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

７
月
10
日
㈫

問
合
せ　

人
吉
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
22
‐
５
１
５
１
）

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
な
ど
が

10
年(

※) 

以
上
あ
る
人
が
65
歳
に
な
っ
た
と
き
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
年
金
で
す
。

※
平
成
29
年
８
月
か
ら
「
25
年
」
が
「
10
年
」
に
短
縮

さ
れ
ま
し
た
。

● 

平
成
30
年
度
の
年
金
額
は

　

 

年
額
77
万
９
３
０
０
円

　

こ
の
額
は
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
、

全
て
の
保
険
料
を
納
め
た
人
の
場
合
で
す
。
40
年
間
の

う
ち
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
期
間
な
ど
が
あ
る
と
、

不
足
す
る
分
だ
け
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

● 

60
歳
か
ら
の
国
民
年
金

　

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
た
め
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
を
満
た
さ
な
い
人
や
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
で
き
な
い
人
は
、
60
歳
以
降
で
も
65
歳
に
な
る
ま

で
任
意
加
入
す
る
こ
と
で
、
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し

た
り
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
は
、
受
給
資
格
期
間

を
満
た
す
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

変
更
で
き
る
受
給
開
始
時
期

　

希
望
す
る
こ
と
で
、
65
歳
よ
り
も
前
（
繰
り
上
げ
請

求
）
や
後
（
繰
り
下
げ
請
求
）
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
金
額
は
繰
り
上
げ
る
と

減
額
、
繰
り
下
げ
る
と
増
額
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
６
５
‐
35
‐
６
１
２
３
）

市
保
険
年
金
課
国
保
年
金
係

（
☎
22
‐
２
１
１
１　

内
線
１
２
２
２
）

老
後
も
安
心
! ! 

老
齢
基
礎
年
金

一部免除を受けた期間で残りの保険料を納付しなかった期間は
除きます
※厚生年金などで扶養になっている配偶者

年金を受けるために必要な期間

↓
保
険
料
の
免
除
を

受
け
た
期
間

保
険
料
を

納
め
た
期
間

第
３
号
被
保
険
者
※

だ
っ
た
期
間

そ
の
ほ
か

対
象
と
な
る
期
間

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
し
た
期
間

10
年
以
上
必
要
（
１
２
０
月
）

右
記
の
期
間
を
合
わ
せ
て
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平
成
30
年
度

狩
猟
免
許
試
験

　

県
で
は
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な

ど
鳥
獣
の
捕
獲
を
認
め
る
「
狩
猟

免
許
」
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

近
年
、
野
生
鳥
獣
の
生
息
数
増

加
や
生
息
地
の
拡
大
で
農
林
水
産

業
の
被
害
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま

す
。
計
画
的
な
鳥
獣
の
保
護
管
理

を
行
い
農
林
水
産
業
の
被
害
を
防

止
す
る
た
め
に
、
免
許
を
取
得
し

鳥
獣
狩
猟
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

期
日
・
場
所

①
６
月
30
日
㈯　

球
磨
地
域
振
興

　

局
②
７
月
21
日
㈯　

宇
城
地
域
振
興

　

局
（
宇
城
市
松
橋
町
久く

ぐ具
４
０

　

０
‐
１
）

蚊
や
ハ
エ
の
発
生
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

所
有
地
内
の
枝
切
り
や

除
草
を
お
願
い
し
ま
す

人
吉
〜
吉
松
間
の
列
車
が

６
月
27
日
㈬
運
休
し
ま
す

蚊
を
発
生
さ
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト

　

発
生
源
と
な
る
水
た
ま
り
を
無

く
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
側
溝
な
ど
水
が
た
ま
り
や
す
い

　

場
所
は
定
期
的
に
清
掃
し
て
流

　

れ
を
よ
く
す
る

②
植
木
鉢
の
受
け
皿
、
空
き
瓶
、

　

空
き
缶
な
ど
水
が
た
ま
る
物
は

　

片
付
け
る

ハ
エ
を
発
生
さ
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト

　

ハ
エ
が
産
卵
す
る
生
ご
み
や
汚

物
、
動
物
の
死
体
な
ど
を
放
置
し

な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
ハ
エ
は
放
置
さ
れ
た
廃
棄
物
や

　

動
物
の
死
体
に
大
量
発
生
す
る

　

の
で
、
廃
棄
物
や
死
体
は
片
付

　

け
る

②
犬
や
猫
の
ふ
ん
は
飼
い
主
が
責

　

任
を
持
っ
て
片
付
け
る

③
ご
み
置
き
場
は
き
れ
い
に
清
掃

　

し
て
清
潔
に
保
つ

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

樹
木
や
雑
草
が
生
い
茂
る
季
節

で
す
。
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
次

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
、
近
隣

住
民
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

●
害
虫
が
発
生
す
る

●
ご
み
が
捨
て
ら
れ
や
す
く
な
り

　

不
法
投
棄
さ
れ
る

●
通
行
の
妨
げ
に
な
る

　

所
有
地
内
の
樹
木
や
雑
草
は
、

枝
切
り
や
除
草
な
ど
を
実
施
し
て

適
正
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。
環

境
美
化
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

Ｊ
Ｒ
九
州
で
は
、
肥
薩
線
の
人

吉
～
吉
松
間
の
線
路
保
守
点
検
の

た
め
、
６
月
27
日
㈬
の
運
行
を
休

止
し
ま
す
。
列
車
運
休
区
間
の
代

行
運
送
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

運
休
日　

６
月
27
日
㈬

運
休
時
間
帯　

午
前
10
時
～
午
後

４
時

運
休
区
間　

人
吉
～
吉
松
間

問
合
せ　

九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
熊
本
支
社
総
務
企
画
課
（
☎

０
９
６
‐
３
２
６
‐
６
９
６
８
）

犬
の
飼
い
方
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う

犬
の
ふ
ん
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う

　

犬
の
ふ
ん
で
、
道
路
や
河
川
、

公
園
、
庭
、
畑
な
ど
が
汚
さ
れ
て

い
ま
す
。
犬
の
ふ
ん
を
ス
コ
ッ
プ

で
川
や
草
む
ら
に
投
げ
る
人
や
ス

コ
ッ
プ
と
袋
を
持
っ
て
散
歩
を
し

て
も
ふ
ん
を
拾
わ
な
い
人
が
目
撃

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

散
歩
の
と
き
は
、
ふ
ん
を
持
ち

帰
り
、
責
任
を
持
っ
て
適
正
に
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い

　

犬
は
常
時
つ
な
ぐ
こ
と
が
義
務

生
ご
み
処
理
機
・
処
理
容
器

購
入
を
補
助
し
ま
す

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
減
ら

す
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
・
処
理

容
器
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
金
額

●
生
ご
み
処
理
機
（
電
気
式
）

　

購
入
価
格
の
２
分
の
１
（
上
限

　

３
万
円
）

● 

生
ご
み
処
理
容
器

　

購
入
価
格
の
２
分
の
１
（
上
限

　

３
千
円
）

申
請
方
法　

市
環
境
課
（
市
役
所

西
間
別
館
２
階
）
に
あ
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
予
算
が
無
く
な
り
次
第
、
受
け

犬
の
登
録
＆
狂
犬
病

予
防
注
射
（
追
加
実
施
）

　

生
後
91
日
以
上
の
全
て
の
犬

（
猟
犬
・
室
内
犬
含
む
）
は
、「
登

録
と
予
防
注
射
の
接
種
」
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
犬
の

登
録
を
し
て
い
な
い
方
や
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
て
い
な
い
方
は
、

必
ず
ど
こ
か
の
会
場
で
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

犬
の
死
亡
や
所
有
者
・
住
所
の

愛
の
献
血
♥

◆
６
月
14
日
㈭

【
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
人
吉
店
】

・
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

【
球
磨
病
院
】

・
午
後
２
時
～
４
時

◆
６
月
29
日
㈮

【
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
】

・
午
前
10
時
～
正
午

・
午
後
１
時
～
４
時

※
４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

６
月
23
日
〜
29
日
は

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

　

６
月
23
日
㈯
～
29
日
㈮
の
１
週

間
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で

す
。
男
性
と
女
性
が
、
職
場
や
学

校
、
地
域
、
家
庭
で
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男

女
共
同
参
画
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
の
周
り
の
男
女
の
協
力

関
係
を
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

各
種
相
談
窓
口

【
消
費
者
問
題
を
含
む
全
て
の
暮

ら
し
の
相
談
】

相
談　

平
日
（
祝
日
除
く
）
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場
所　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

【
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）・
虐
待
な
ど
の
相
談
】

相
談　

平
日
（
祝
日
除
く
）
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場
所　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

【
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の

あ
ら
ゆ
る
相
談
】

相
談　

月
・
火
・
木
～
土
曜
の
午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

（
火
曜
日
は
～
午
後
７
時
30
分
）

場
所　

男
女
共
同
参
画
相
談
室
ら

い
ふ
（
県
男
女
参
画
・
協
働
推
進

課
内
、
土
曜
日
の
み
：
熊
本
市
中

央
区
手
取
本
町
８
‐
９ 

く
ま
も

と
県
民
交
流
館
９
階
）

相
談
電
話
番
号　

☎
０
９
６
‐

３
３
３
‐
２
６
６
６（
月
・
火
・
木
・

金
曜
）、
☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐

２
２
２
３
（
土
曜
日
）

【
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
の
相
談
】

相
談　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

問
合
せ　

自
治
振
興
課
男
女
共
同

参
画
推
進
室

③
８
月
４
日
㈯　

阿
蘇
地
域
振
興

　

局
（
阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
２

　

４
０
２
）

④
８
月
25
日
㈯　

天
草
地
域
振
興

　

局
（
天
草
市
今い

ま
が
ま釜

新
町
３
５

　

３
０
）

⑤
12
月
２
日
㈰　

県
庁
本
館

⑥
平
成
31
年
１
月
27
日
㈰　

県
庁

　

本
館

時
間　

午
前
９
時
～

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

球
磨
地
域
振
興
局
森
林

保
全
課
（
☎
24
‐
４
１
９
０
）

場所 時間

大畑コミセン ９:30 ～ 10:00

東間コミセン 10:15 ～ 10:35

人吉保健所 10:50 ～ 11:30

西瀬コミセン 13:30 ～ 13:50

中原コミセン 14:10 ～ 14:45

東西コミセン 15:00 ～ 15:30

付
け
を
終
了
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
昼
夜
を
問

わ
ず
、
絶
対
に
犬
を
放
し
飼
い
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

散
歩
時
は
必
ず
引
き
綱
（
リ
ー

ド
）
を
し
っ
か
り
持
っ
て
放
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

※
飼
い
犬
が
人
や
犬
を
か
ん
だ

ら
、
飼
い
主
も
か
ま
れ
た
人
も
速

や
か
に
人
吉
保
健
所
（
☎
22
‐

３
１
０
８
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

犬
に
鑑
札
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

犬
に
は
鑑
札
・
注
射
済
票
を
付

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
室
内
犬
で
も
必
ず
付
け
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

薬
物
の
乱
用
は
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の

周
り
の
社
会
を
ダ
メ
に
し
ま
す
！

薬
物
乱
用
と
は
？

　

覚
醒
剤
や
大
麻
、
危
険
ド
ラ
ッ

グ
、
シ
ン
ナ
ー
、
コ
カ
イ
ン
、
Ｍ

Ｄ
Ｍ
Ａ
な
ど
の
薬
物
は
、
た
っ
た

一
度
の
使
用
で
も
脳
や
神
経
を
壊

し
て
死
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
る

た
め
、
厳
密
な
ル
ー
ル
と
法
律
で

規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
薬
物

を
、
ル
ー
ル
や
法
律
か
ら
外
れ
た

目
的
や
方
法
で
使
用
す
る
こ
と
を

「
薬
物
乱
用
」
と
い
い
ま
す
。
鎮

痛
薬
な
ど
の
医
薬
品
も
、
用
法
や

用
量
を
守
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

乱
用
が
大
切
な
脳
を

傷
つ
け
る
！

　

脳
の
働
き
は
、
心
臓
や
肺
を
動

か
し
続
け
た
り
、
記
憶
し
た
り
、

感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
薬
物
を
乱
用

す
る
と
、
呼
吸
困
難
や
け
い
れ
ん

を
起
こ
し
た
り
、
物
事
を
正
し
く

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
り
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

で
き
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
薬

物
が
効
か
な
く
な
る
と
使
用
量
が

増
え
て
や
め
た
く
て
も
や
め
ら
れ

な
い
状
態
に
な
り
、
本
人
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
家
族
や
周
囲
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

悩
ん
だ
時
は
ま
ず
相
談
！

　

困
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た

は
一
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！ 

相

談
に
関
す
る
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
安
心
し
て
早
め
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
６
‐
１
２
５
５

県
薬
務
衛
生
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
２

熊
本
市
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
６
２
‐
８
１
０
０

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係
（
☎
22
‐
２
１
１
１　

内

線
６
２
０
０
）

西
南
戦
争
関
連
の
資
料
を

持
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

人
吉
城
歴
史
館
で
は
、
市
内
に

あ
る
西
南
戦
争
関
係
資
料
の
把
握

や
展
示
を
想
定
し
た
基
礎
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
個
人
で
所
有

し
た
り
把
握
し
て
い
た
り
す
る
西

南
戦
争
関
係
の
資
料
が
あ
れ
ば
、

情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
歴
史
文
化
課
歴
史
文

化
係

募
　
集

変
更
な
ど
も
必
ず
市
環
境
課
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日　

６
月
22
日
㈮

※
大
雨
な
ど
の
場
合
は
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

料
金　

予
防
注
射
：
３
１
５
０
円
、

新
規
登
録
：
３
千
円

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係
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認
知
症
予
防
の
た
め
の

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

犬
童
球
渓
顕
彰
音
楽
祭
個
人

コ
ン
ク
ー
ル
予
選
出
場
者
募
集

人
吉
市
・
指
宿
市
子
ど
も
会

交
歓
会
参
加
者
募
集
！

　

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
精

神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
認
知
症
予
防
研
究
の
た
め
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
電
話
で
の
認
知
機
能
検

査
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
発
症
予
防
や
機
能
改

善
を
目
指
す
研
究
の
基
礎
資
料
と

な
る
重
要
な
調
査
で
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　

40
歳
以
上
で
健
康
な
方

登
録
方
法　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
な
ど
で
「iroop.jp

」
に
ア
ク

セ
ス
し
て
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
専
用
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

市
高
齢
者
支
援
課
元

気
・
長
生
き
係

専
用
サ
イ
ト　

https://w
w

w
.

iroop.jp/

　

人
吉
球
磨
地
域
を
代
表
す
る
郷

土
の
偉
人
・
犬い

ん
ど
う童

球き
ゅ
う
け
い渓

先
生
を

顕
彰
す
る
「
第
72
回
犬
童
球
渓
顕

彰
音
楽
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
権

威
の
あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
試
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

期
日

【
独
唱
部
門
】
８
月
25
日
㈯

中
学
生
の
部
・
高
校
生
の
部

【
独
奏
部
門
】
８
月
26
日
㈰

小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
・
高

校
生
の
部

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

人
吉
城
歴
史
館
に
あ

る
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
提
出
し

　

人
吉
市
の
姉
妹
都
市
・
鹿
児
島

県
指い

ぶ
す
き
し

宿
市
の
子
ど
も
た
ち
と
交
歓

会
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
友
情
と
親

睦
を
深
め
、
思
い
出
を
作
り
ま
せ

ん
か
？

日
程　

７
月
30
日
㈪
・
31
日
㈫

場
所　

人
吉
市
内

内
容　

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
体

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

七
夕
ま
つ
り

期
日　

７
月
１
日
㈰

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
３
階

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

内
容　

○
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
無
料

観
覧
「
夏
の
星
座
解
説
と
『
ほ
う

き
ぼ
し
と
た
な
ば
た
さ
ま
』上
映
」

（
午
前
11
時
、
午
後
２
時
の
２
回
。

各
先
着
96
人
）　

○
図
書
館
「
お

は
な
し
会
」（
午
後
３
時
～
４
時
）

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
無
料
観
覧
は

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

催
　
し

ひ
と
よ
し
球
磨
青
年
会
議
所

創
立
60
周
年
記
念
講
演
会

内
容　

講
演
会
「
継
承
～
次
世
代

へ
伝
え
た
い
、
日
本
人
の
心
～
」

講
師　

裏
千
家
前
家
元
・
千せ

ん  

玄げ
ん
し
つ室 　

大
だ
い
そ
う
し
ょ
う

宗
匠

期
日　

６
月
16
日
㈯

時
間　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

場
所　

あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
文
化

ホ
ー
ル

対
象　

中
学
生
以
上　
　
　
　

↖

英
会
話
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

外
国
人
講
師
の
話
を
聞
い
た

り
、
話
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
し
な
が
ら
気
軽
に
英
語
が
学
べ

ま
す
。
楽
し
い
講
座
で
、
英
会
話

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
間　

６
月
12
日
～
平
成
31
年
２

月
19
日
の
火
曜
日
の
う
ち
18
回

時
間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　

東
西
コ
ミ
セ
ン

対
象　

市
内
に
住
む
中
学
生
以
上

の
方
か
市
国
際
交
流
協
会
会
員

講
師　

中
神
レ
ベ
ッ
カ
さ
ん
（
ア

メ
リ
カ
出
身
・
市
教
育
委
員
会
Ａ

Ｌ
Ｔ
）

定
員　

25
人

受
講
料　

１
回
に
つ
き
国
際
交

流
協
会
会
員
千
円
・
非
会
員

１
５
０
０
円

申
込
方
法　

市
社
会
教
育
課
（
市

役
所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
仮
本
庁

舎
１
階
）
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

講
　
座

市
認
定
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

子
育
て
に
関
す
る
基
本
的
な
内

容
を
学
び
、
講
座
終
了
後
は
さ
ま

ざ
ま
な
子
育
て
支
援
の
場
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
ま
す
。

日
程　

７
月
４
日
㈬
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分
、
7
月
11
日

㈬
午
前
10
時
～
午
後
4
時
、
７
月

18
日
㈬
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　

市
役
所
西
間
別
館
な
ど

対
象　

市
内
に
住
む
、
子
育
て
に

関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興

味
が
あ
る
方
で
、
全
て
の
講
座
に

参
加
で
き
る
方

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
生
募
集

　

地
域
や
職
場
で
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

11
月
２
日
㈮
～
４
日
㈰
の

２
泊
３
日

※
８
月
17
日
㈮
の
事
前
研
修
、
平

成
31
年
１
月
に
事
後
研
修
が
あ
り

ま
す
。

研
修
場
所　

東
京
都
、
神
奈
川
県

対
象
者　

市
内
に
住
む
20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方
で
、
全
て
の
研
修

に
参
加
で
き
る
方

申
込
方
法　

市
自
治
振
興
課
（
市

役
所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
仮
本
庁

舎
２
階
）
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

介
護
職
員
初
任
者
養
成
科

（
求
職
者
支
援
訓
練
）

ひ
と
り
親
対
象
の

就
業
支
援
講
習
会

　

施
設
介
護
や
訪
問
介
護
で
の
世

話
や
日
常
生
活
の
自
立
支
援
に
関

す
る
知
識
と
技
能
、
実
務
で
使
え

る
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
な
ど
を

習
得
し
ま
す
。

期
間　

７
月
10
日
㈫
～
10
月
９
日

㈫
（
土
・
日
曜
、
祝
日
、
８
月
13

日
㈪
・
14
日
㈫
は
除
く
）

場
所　

職
業
訓
練
法
人
人
吉
球
磨

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
１

万
90
円
と
任
意
の
検
定
費
用
・
介

護
補
講
費
（
千
円
／
１
時
間
が
必

要
で
す
）

訓
練
番
号　

４
‐
30
‐
43
‐
02
‐

05
‐
０
０
０
５

そ
の
他　

６
月
21
日
㈭
の
面
接
で

選
考
し
ま
す
。
結
果
は
６
月
26
日

㈫
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
期
限　

６
月
13
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

球
磨
（
☎
24
‐
８
６
０
９
）

　

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
家
庭
の

お
母
さ
ん
、
寡
婦
の
方
、
父
子
家

庭
の
お
父
さ
ん
の
就
業
を
支
援
す

る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
受
講

料
は
無
料
で
す
。

講
習
内
容　

介
護
福
祉
士
実
務
者

研
修
、
介
護
福
祉
士
受
験
対
策
、

介
護
支
援
専
門
員
、
医
療
事
務
、

調
剤
薬
局
事
務
資
格
講
座
な
ど

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、

市
福
祉
課
に
あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

県
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
６
‐
３
３
１
‐
６
７
３
６
）、

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

kum
aboren.com

/center/

「
第
二
種
電
気
工
事
士
」

筆
記
試
験
対
策
講
座

　

10
月
実
施
の
第
二
種
電
気
工
事

　市と熊本日日新聞社では、結婚50周年を迎える
金婚夫婦の表彰を行います。対象となる夫婦は届け
出をお願いします。

対 象 者　市内に住む、昭和43年１月１日～ 12月
　　　　　31日に結婚した夫婦。または、それ以
　　　　　前に結婚し表彰を受けていない夫婦。
届出内容　夫婦氏名、生年月日、年齢、結婚年月日、
　　　　　現住所、電話番号
　　　　　※届け出には印鑑が必要です。
届出期限　７月31日（火）
届出・問合せ　市高齢者支援課元気・長生き係
　　　　　　（☎２２－２１１１ 　内線１２３１）

金婚夫婦表彰の対象者は
届け出をお願いします

自
分
た
ち
で
成
人
式
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

　

来
年
１
月
３
日
㈭
に
開
催
す
る

「
平
成
30
年
度
成
人
式
」
の
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

本
市
の
成
人
式
は
、
毎
年
新
成

人
自
ら
が
実
行
委
員
と
な
っ
て
開

催
し
て
い
ま
す
。
一
生
に
一
度
の

成
人
式
が
よ
り
思
い
出
深
い
も
の

に
な
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
手

で
企
画
・
運
営
し
ま
せ
ん
か
？

対
象
者　

平
成
10
年
４
月
２
日
～

平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

申
込
期
限　

６
月
22
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

市
社
会
教
育
課

生
涯
学
習
係

験
活
動
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流

募
集
人
員　

市
内
の
小
学
５
年
生

＝
男
子
12
人
、
女
子
12
人
の
計
24

人
（
各
校
区
男
女
２
人
ず
つ
）

参
加
料　

６
５
０
０
円

応
募
条
件　

来
年
度
は
指
宿
市
で

の
交
流
会
に
参
加
で
き
る
こ
と

申
込
方
法　

町
内
の
子
ど
も
会
長

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

６
月
７
日
㈭
（
応
募

多
数
の
場
合
は
調
整
し
ま
す
。)

問
合
せ　

人
吉
市
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会（
市
社
会
教
育
課
内
）

て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
（
郵
送

の
場
合
は
簡
易
書
留
で
提
出
）。

申
込
期
限　

７
月
20
日
㈮

問
合
せ　

歴
史
文
化
課
歴
史
文
化

係

無
料
観
覧
申
込
期
間　

６
月
13
日

㈬
～
６
月
30
日
㈯

申
込
・
問
合
せ　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ

レ
ス

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
市
社
会
教
育
課
内
）

士
試
験
（
下
期
）
の
筆
記
試
験
に

申
し
込
み
を
予
定
し
て
い
る
方
に

向
け
た
試
験
対
策
講
座
で
す
。

日
程　

７
月
～
９
月
の
土
曜
日

（
８
日
間
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

２
万
円

申
込
期
間　

６
月
５
㈫
～
７
月
12

日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
球
磨
能

力
開
発
セ
ン
タ
ー
（ 

☎
22
‐

２
４
７
５
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
. 

hk-noukaicenter.com
/

で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

６
月
８
日
㈮

※
応
募
多
数
の
場
合
選
考

そ
の
他　

費
用
の
一
部
を
県
と
市

が
負
担
し
ま
す
。

申
込
先　

市
自
治
振
興
課
男
女
共

同
参
画
推
進
室

問
合
せ　

く
ま
も
と
県
民
交
流

館
パ
レ
ア 

男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐

１
１
８
７
）

受
講
料　

無
料
（
資
料
代
２
０
０

円
が
別
に
必
要
）

申
込
期
限　

６
月
21
日
㈭

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

‐
９
５
６
６
）

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

創
立
60
周
年
実
行
委
員

会　

片
山
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐

８
４
１
４
‐
６
０
６
８
）
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身近な環境美化や地球温暖化対策について、皆さんに耳寄りな情報をお届けします。

【一般向け】 【児童向け】

新刊案内

人吉のリーダーの皆
さんが、毎月お薦め
の本を紹介します。

ご
存
じ
で
す
か
？

人
権
擁
護
委
員

　

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相

談
や
、
人
権
の
考
え
を
広
め
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
の
が
人
権
擁
護

委
員
で
す
。

　

人
吉
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
何
で
も

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員

○
祝 

憲の
り
お生

さ
ん
（
温
泉
町
）

○
竹
下 

敏さ
と
しさ

ん
（
南
町
）

○
谷
川 

悦
夫
さ
ん
（
鬼
木
町
）

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

　

学
校
で
の
い
じ
め
や
家
庭
で
の

児
童
虐
待
な
ど
、
誰
に
も
言
え
な

い
悩
み
を
電
話
で
相
談
で
き
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
ど
ん
な
こ

と
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容　

い
じ
め
、
暴
力
、
虐

待
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

期
間　

６
月
26
日
㈫
～
７
月
２
日

㈪

自
死
遺
族
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

「
地
域
版
か
た
ら
ん
ね
」

　

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
し
た

方
々
が
、
悩
み
や
苦
し
み
を
分
か

ち
合
い
、
共
に
心
を
癒
や
す
グ

ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
「
地
域
版

地
域
版

依
存
症
家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

ア
ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な

ど
の
依
存
症
を
抱
え
る
方
の
家
族

が
、
正
し
い
知
識
や
家
族
の
対
応

な
ど
を
学
び
、
同
じ
悩
み
や
体
験

が
あ
る
方
と
の
交
流
を
通
し
て
健

康
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
（
土
・
日
曜
は
午
前
10
時
～
午

後
５
時
）

相
談
用
電
話
番
号

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

※
こ
の
期
間
以
外
に
も
、
平
日
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

に
同
じ
電
話
番
号
で
相
談
で
き
ま

す
。

問
合
せ　

熊
本
地
方
法
務
局
（
☎

０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
５
）

【納付方法】
　　市指定金融機関、市収納代理金融機関、コン
　ビニエンスストア(バーコード印字のみ使用可)
　 で納付してください。
　　納税には便利で確実な口座振替をご利用くだ
　さい。納税通知書・通帳・通帳印を持って金融
　機関、郵便局でどうぞ。

６月の納税
納期限  7月２日㈪

市・県民税（第１期）

○
靏つ

る
さ
き﨑 

順
子
さ
ん
（
西
間
上
町
）

○
西 

惠
子
さ
ん
（
蓑
野
町
）

○
吉
村 

和
子
さ
ん
（
城
本
町
）

問
合
せ　

熊
本
地
方
法
務
局
人
吉

支
局
（
☎
22
‐
３
３
９
３
）

か
た
ら
ん
ね
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

６
月
22
日
㈮

時
間　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

人
吉
保
健
所

参
加
費　

無
料

※
予
約
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
９
６
‐
３
８
６
‐

１
１
６
６
）

相
　
談

７月の乳幼児健診
市保健センター母子保健係

受付時間 ３歳６カ月＝午後０時30分～１時
７～８カ月＝午後１時～１時15分
１歳８カ月＝午後０時45分～１時10分

※母子健康手帳、バスタオル、健やか親子 21 ア
　ンケート、３歳６カ月児は尿もお持ちください。

健 診 対　象　者 日 程
3 歳 6カ月 平成27年１月生 ３日㈫    

７～８カ月 平成29年11月生 10日㈫

1歳 8カ月 平成28年10月生 17日㈫

ごみ情報

ごみ処理にかかった経費3,684 万 3,674 円
● ごみ出し家計簿(平成30年４月分)

燃えるごみ 521 t 780 kg (＋６.15％ )
燃えないごみ 34 t 210 kg (＋１.42％ )
資源ごみ 78 t 041 kg (＋０.73％ )

※()は前年度比
市民一世帯当たりのごみの量　41kg

※「ごみ出しルール読本」が必要な方は市環境課へ！

市環境課廃棄物対策係問

よ
う
に
「
地
域
版
依
存
症
家
族

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

６
月
22
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

人
吉
保
健
所

参
加
費　

無
料

※
予
約
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
９
６
‐
３
８
６
‐

１
１
６
６
）

中村 恵二・ 山口 大樹著 ウォルトディズニージャパン作

最新農業の動向としくみがよ～くわかる本 アナと雪の女王／家族の思い出

　歴史小説ゆかりの場所を訪
ね、歴史上の人物の思いや考え
に共感できる時間を大切にして
います。前九年の役から奥州藤
原氏の滅亡までを題材に、奥州
の人々の立場に寄り添って躍動
感いっぱいに書かれています。
　この小説は、視点を変えるこ
との大切さを感じさせてくれる
一冊です。

「炎
ほむら

立つ」

６月の休館日
４日、11日、18日、25日

場　所：カルチャーパレス内
開館日：火～日曜、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日に当たる場合はその翌日）

　農業の最新動向と経営の仕組み、今後
の課題など、日本の農業全体が分かる研
究書です。農と食の安全と技術革新や六
次産業化と農商工連携事例、農機具と農
業用資材の市場、農村活性化の最新ビジ
ネスまで分かります！

　新たな歌と魔法で明かされるエルサと
アナの過去。「アナ雪」待望の最新作！ 
新しいドレスで登場するエルサとアナは
もちろん、オラフやクリストフ、スヴェ
ンなど人気キャラクターが再集結。アナ
雪ファンは必読です。

濵
は ま だ

田 良
よ し ひ こ

彦さん

高橋 克彦著

熊本県球磨教育事務所長

第 24 回
●夏のライトダウン
　環境省と熊本県は、地球温暖化防止のため、６月 21 日（木）
と７月７日（土）の午後８時～ 10 時まで、施設や家庭での
消灯を呼び掛ける「CO2 削減 / ライトダウンキャンペーン」
を実施します。電気スイッチをオフにするだけで参加できる
イベントです。明かりの消えた夜、いつもと違った風景を眺
めながらエコについて考えてみませんか？
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人吉の食材を使った人吉の伝統食の作り方を紹介します。

Mayor ' s  Diary

Vol.35

作り方

問 すくすく子育てセンター
     (市保健センター母子保健係  ☎２４－８４２０)

はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２– ２１１１  内線 1215・1216

Consumption life centerふ
る
さ
と
の
食
指
南
書
作
成
委
員
会 

会
長
　
山
上 

日
出
世
さ
ん

人吉市長　松岡 隼人

おやつシリーズ

　

5
月
3
日
に
、
観
光
・
球
磨
焼
酎

関
係
者
の
方
々
と
共
に
香
港
へ
出
張

し
、
熊
本
県
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

を
提
供
さ
れ
て
い
る
「
割
烹 

櫓ろ
あ
ん杏

」

の
開
業
１
周
年
記
念
式
典
に
出
席
し

て
き
ま
し
た
。
香
港
の
旅
行
関
係
者

や
商
社
な
ど
の
企
業
の
方
々
へ
人
吉

球
磨
地
域
の
観
光
と
球
磨
焼
酎
の
Ｐ

Ｒ
を
す
る
の
が
目
的
で
し
た
が
、
日

本
政
府
観
光
局
や
日
本
貿
易
振
興
機

構
に
も
訪
問
し
、
本
市
へ
の
観
光
客

誘
致
や
球
磨
焼
酎
な
ど
特
産
品
の
売

り
込
み
に
つ
な
げ
る
た
め
の
情
報
収

集
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

５
月
21
日
に
香
港
エ
ク
ス
プ
レ
ス

航
空
の
ジ
ュ
デ
ィ
・
ホ
ー
営
業
部
長

を
は
じ
め
と
す
る
11
人
の
観
光
業
者

の
方
々
が
本
市
に
来
ら
れ
、
球
磨
焼

酎
蔵
巡
り
や
球
磨
川
下
り
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
会
い
し
て

か
ら
す
ぐ
に
本
市
に
お
越
し
い
た
だ

い
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
と
と
も

に
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
と
行
動
力
は

見
習
う
べ
き
と
思
い
ま
し
た
。

　

本
市
の
外
国
人
宿
泊
者
数
は
香
港

か
ら
の
お
客
さ
ま
が
一
番
多
い
状
況

で
す
。
わ
れ
わ
れ
も
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
本
市
の
良
さ
を
伝
え
、
よ
り

交
流
を
深
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

むし歯予防のための習慣

強
引
な
点
検
商
法
に
注
意

　
「
瓦
が
ず
れ
て
い
る
か
ら
雨
漏
り
す
る
」

と
不
安
を
あ
お
り
、
強
引
に
屋
根
を
点
検

し
て
工
事
を
勧
誘
し
た
り
、「
水
道
水
が

汚
れ
て
い
る
。
こ
ん
な
水
を
飲
ん
だ
ら
健

康
に
悪
い
」
と
言
わ
れ
て
浄
水
器
購
入
の

契
約
を
迫
っ
た
り
な
ど
の
「
点
検
商
法
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

点
検
商
法
の
手
口

　

ま
ず
業
者
は
、
屋
根
・
外
壁
・
床
下
・

水
道
・
排
水
管
、
消
火
器
な
ど
を
「
無
料

で
点
検
し
ま
す
」
と
訪
問
し
て
き
ま
す
。

点
検
後
、
実
際
は
違
う
の
に
「
こ
の
ま
ま

放
っ
て
お
く
と
危
険
で
す
」
と
不
安
を
あ

お
り
、
工
事
契
約
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

購
入
を
迫
り
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス

○
工
事
の
依
頼
や
商
品
の
購
入
を
検
討 

　

す
る
場
合
は
、
複
数
の
業
者
か
ら
見
積

　

も
り
を
取
っ
て
確
認
し
た
後
で
決
め
ま    

　

し
ょ
う
。

○
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以

　

内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
ま

　

す
。

○
業
者
が
勧
誘
時
に
事
実
と
異
な
る
こ
と

　

や
重
要
な
事
実
を
故
意
に
言
わ
な
か
っ

無
料
点
検
の
後

高
額
な
契
約
を
す
る
は
め
に
…
…

　

た
場
合
は
、
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

　　

工
事
や
支
払
い
が
終
わ
っ
て
い
て
も
、

諦
め
な
い
で
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
修
理
の
勧
誘
も
要
注
意

　

特
に
最
近
増
え
て
い
る
の
が
、「
火
災

保
険
で
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
が
で
き
る
」
と

勧
誘
し
、
高
額
な
申
請
代
行
手
数
料
や
解

約
料
を
請
求
さ
れ
る
事
例
で
す
。
自
分
の

火
災
保
険
の
補
償
内
容
を
再
確
認
す
る
と

と
も
に
、
契
約
し
て
い
る
保
険
会
社
な
ど

に
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

無
料
点
検
は
、
あ
く
ま
で
点
検
後
の

セ
ー
ル
ス
を
目
的
に
し
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。必
要
が
な
け
れ
ば
、

無
料
だ
か
ら
と
い
っ
て
安
易
に
点
検
を
依

頼
し
な
い
方
が
賢
明
で
す
。

歯磨き
　食事の後には歯磨きの習慣をつけましょう。特
に寝る前の歯磨きは大切です。子どもは自分だけ
では十分に磨くことが難しいので、保護者の仕上
げ磨きが必要です。
　フッ化物やキシリトールも上手に利用してくだ
さい。フッ化物にはフッ化物配合歯磨剤（歯磨き
粉）やフッ化物歯面塗布、フッ化物洗口などがあ
ります。本市では、１歳２カ月児と１歳８カ月児
の希望者にフッ化物歯面塗布、小・中学校で希望
者にフッ化物洗口を実施しています。

食生活
　栄養バランスの良い食事を心掛け、時間を決めて
規則正しく食べ、食事中はよくかんで食べる習慣を
身に付けましょう。飲み物は水や麦茶などの糖分を

含まない物を選び、ジュースなどの糖分の取り過
ぎに注意しましょう。

定期検診
　かかりつけの歯科医院を決めて定期的に歯科
検診を受けましょう。歯科検診では、むし歯の
有無以外にも歯磨きの仕方や食事指導など、口
の状態に合ったきめ細かいアドバイスを受ける
ことができます。
　家族みんなで定期検診を受けましょう。

香りも一緒に楽しむ

「こぶっだご」

もち米粉（250㌘）／米粉（75㌘）／水（適量）／塩（少々）／
ヨモギ（75㌘）／あんこ（250㌘）／かたくり粉（50㌘）

▲きな粉をまぶした「こぶっだご（ヨモギまんじゅう）」
 材 料 (15 個分）

① ヨモギは、摘んできたらすぐに重曹を入れた熱湯に入れ、2 ～ 3
　 分茹でて冷水にさらし処理しておく
② もち米粉と米粉をよく混ぜ合わせ、水を入れて耳たぶくらいの 
　  硬さにこねる。冬はぬるま湯で米粉をこね合わせるとよい
③ 鍋にお湯を沸かして、②を丸めて茹で上げ、すり鉢に入れて塩
　 とヨモギを加えてすりこ木でつく
④ つき上がったら、手に片栗粉をまぶして適当な大きさに丸め、 あ
　 んこを包んで完成！

　「こぶっ」とは、つく・こねる
の意味の方言です。料理と一緒に
方言も後世に残していきたいです
ね。
　香り高いヨモギの新芽で季節を
感じてください。ヨモギは重曹に
漬けて搾り、冷凍庫で保管すると
年中使用することができますよ。
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広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感
想

や
人
吉
へ
の
思
い
、
身
近
な
出
来

事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
右
記
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
り
ま
す
。
６
月
25
日
㈪
必

着
。
当
選
者
に
は
賞
品
を
送
り
ま

す
。

宛
先　

〒
８
６
８
‐
８
６
０
１　

人

吉
市
下
城
本
町
１
５
７
８
番
地
１ 

市
企
画
課
広
報
担
当

電
子
メ
ー
ル　

kikaku@
hitoyo

shi.kum
am

oto.jp

※
住
所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

３歳までの子どもの写真募集中！
応募・問合せ　〒 868-8601
人吉市下城本町 1578 番地１
市企画課広報担当

（☎ 22–2111  内線 2222）
電子メール
kikaku@hitoyoshi.kumamoto.jp
↑はＱＲコードから読み取れます

連絡先を忘れずに

　次ページの「みなさんからのおたより」に投稿
いただいた方の中から抽選で、人吉市のふるさと
納税返礼品にご協力いただいている事業所から商
品をプレゼントします。　
　人吉市ではふるさと納税の返礼品を多数そろえ
ています。市外に住む家族や友人にぜひご紹介く
ださい！　また、ふるさと納税の返礼品に出品い
ただける商品も募集しています。詳しくはお問い
合わせください。
■問合せ　市企画課シティプロモーション推進室
　　　　　（☎２２－２１１１内線２２２２）

読 者
プ レ ゼ ン ト

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
と
共
に
寄

せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
人
吉

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

初
日
は
、
人
吉
お
城

ま
つ
り
の
取
材
に
行
き
ま
し

た
。
祭
り
参
加
者
や
お
客
さ

ん
み
ん
な
が
笑
顔
で
元
気
に

祭
り
を
楽
し
ん
で
い
る
姿
が

と
て
も
印
象
的
で
、
私
も

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。
来
年
の

祭
り
も
楽
し
み
で
す
♪

　

す
で
に
真
夏
日
も
観
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
暑

く
な
り
ま
す
の
で
、
体
調
管

理
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
！
（
渡
邊
）

■ 

編
集
後
記 

■

パパ毎日遊んでくれて
ありがとう♡ パパだ
～いすき♡

有
あ り た

田 麗
つ ぐ み

未ちゃん
８カ月（宝来町）

　平成29年９月４日生

慎也パパ・かおりママ

市
政
に
対
す
る
意
見
や

要
望
な
ど
は
、
各
窓
口

に
お
寄
せ
い
た
だ
く
か

庁
舎
内
に
設
置
し
て
い
る

「
ひ
ら
め
き
箱
」
や
電

子
メ
ー
ル
な
ど
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
ら
め
き
箱
の
設
置
場
所

◎
市
役
所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
仮

　

本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

◎
市
役
所
西
間
別
館
正
面
入
口

※
月
2
回
開
封
し
て
い
ま
す
。

電
子
メ
ー
ル　

in
fo@

h
itoyo

shi.kum
am

oto.jo

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
電
子

メ
ー
ル
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

意
見
の
回
答
は
、
市
の
掲
示
板

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。
特
定
の
個
人
を
誹ひ

ぼ
う謗

中
傷
す

る
も
の
な
ど
回
答
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

★
最
近
人
吉
で
よ
く
Ｓ
Ｌ
を
見
ま

す
。
特
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

は
平
日
で
も
Ｓ
Ｌ
の
音
が
聞
け
て

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
ね
。
金
曜
は
な

な
つ
星
も
…
…
。
な
な
つ
星
で
旅

行
す
る
の
が
夢
で
す
。

P.N
ち
ー
く
ん
さ
ん（
球
磨
郡
錦
町
）

●
Ｓ
Ｌ
人
吉
や
な
な
つ
星
は
見
る

だ
け
、
音
を
聞
く
だ
け
で
ワ
ク
ワ

ク
し
ま
す
よ
ね
♪  

職
場
の
窓
か

ら
見
え
る
の
で
す
が
、
通
る
時
は

毎
回
見
入
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で

す
。
夢
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
。

★
知
り
合
い
に
誘
わ
れ
お
子
さ
ん

の
運
動
会
を
一
緒
に
見
に
行
き
ま

し
た
。
わ
が
家
は
子
ど
も
が
い
な

い
の
で
学
校
の
行
事
に
参
加
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
さ
な

子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
競
技
す

る
姿
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

学
校
の
先
生
や
保
護
者
の
皆
さ

ん
が
一
緒
に
な
っ
て
運
動
会
の
運

営
を
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
て
、
子

ど
も
は
い
ま
せ
ん
が
、「
近
所
の

学
校
の
行
事
に
参
加
で
き
た
ら
い

い
な
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

P.N
ル
パ
ン
先
生
さ
ん
（
瓦
屋
町
）

●
市
内
小
中
学
校
の
運
動
会
の
取

材
に
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

運
動
会
は
見
て
い
る
だ
け
で
楽
し

い
も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
み

ん
な
の
宝
物
。
今
以
上
に
、
子
ど

も
た
ち
と
触
れ
合
え
、
成
長
を
見

守
れ
る
地
域
を
目
指
し
ま
す
。

★
最
近
、
ま
ち
な
か
で
外
国
人
観

光
客
の
方
を
よ
く
見
か
け
、
人
吉

も
国
際
的
な
観
光
地
に
な
っ
て
き

た
の
か
な
と
思
い
う
れ
し
い
気
持

ち
で
す
。
私
は
全
く
英
語
を
話
せ

ま
せ
ん
が
、
外
国
人
の
方
に
道
を

聞
か
れ
て
も
答
え
ら
れ
る
く
ら
い

の
英
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
ね
。

P.N
ア
ズ
キ
ル
ー
ペ
さ
ん
（
宝
来
町
）

●
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
駅
前
な
ど
毎
日
必
ず
ど
こ
か

で
外
国
人
観
光
客
の
方
を
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
市
で

は
、
英
会
話
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
英

語
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

★
先
日
久
し
ぶ
り
に
熊
本
か
ら
人

吉
ま
で
列
車
に
乗
る
機
会
が
あ

り
、
せ
っ
か
く
な
の
で
観
光
列
車

の
「
か
わ
せ
み 

や
ま
せ
み
」
に
乗

車
し
た
時
の
こ
と
。
沿
線
の
所
々

で
手
や
旗
を
振
っ
て
く
だ
さ
る
人

が
い
て
、
と
て
も
心
が
温
ま
る
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ
と
観

光
客
の
皆
さ
ん
も
喜
ば
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
今

度
は
私
も
列
車
を
見
た
ら
手
を
振

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

P.N
ジ
ャ
ン
ボ
さ
ん
（
鶴
田
町
）

●
手
を
振
り
合
え
る
と
う
れ
し
く

な
り
ま
す
よ
ね
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

列
車
や
球
磨
川
下
り
な
ど
の
観
光

客
の
皆
さ
ん
に
、
手
を
振
っ
て
歓

迎
し
ま
し
ょ
う
！

皆に遊んでもらってう
れしい！ また帰って
くるから待っててね！

晴お兄ちゃん大好き！
これからたくさん遊ぼ
うね♬

淵
ふちがみ

上 莉
り こ

子ちゃん 田
たやま

山 ディエゴ朔
さくみ

光ちゃん

９カ月（蓑野町）１歳（下林町）
平成29年８月７日生平成29年４月30日生

アルマンドパパ・果織ママ貴博パパ・真由子ママ

「人吉冷蔵」の球磨川天然鮎（冷凍）３～４尾

　ことしも６月１日に解禁する球磨川の鮎漁。球磨川の
清流に生えるコケを餌に育った天然鮎は、爽やかな香気
と独特の風味が魅力です。取れたての鮎３～４尾を冷凍
し、お一人様にプレゼント。
■問合せ　人吉冷蔵株式会社
   　　　　 （鍛冶屋町 63 番地　☎２２－２３７１）

●
子
ど
も
た
ち
が
よ
い
環
境
で
学

べ
る
よ
う
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

（
静
岡
県
）

●
い
つ
も
原
木
シ
イ
タ
ケ
を
お
い

し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
い
つ

か
人
吉
市
を
訪
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。（
東
京
都
）

●
夏
目
友
人
帳
が
好
き
で
人
吉
に

何
度
か
訪
れ
ま
し
た
。
人
も
優
し

く
て
、
と
て
も
い
い
街
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。（
東
京
都
）

●
素
晴
ら
し
い
シ
ャ
ツ
を
作
り
続

け
る
人
吉
市
を
応
援
し
ま
す
！

（
熊
本
県
）

●
大
好
き
な
場
所
な
の
で
、
地
元

住
民
や
観
光
客
が
満
た
さ
れ
る
よ

う
な
街
づ
く
り
を
期
待
し
て
い
ま

す
。（
埼
玉
県
）

◎
４
月
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付

１
８
８
件

７
０
９
万
円

九
州
北
部
豪
雨
の
被
災

地
を
視
察
し
ま
し

た
。
発
災
か
ら
１
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
ま
す
が
、
被

害
の
爪
痕
が
大
き
く
、
復
旧

も
ま
ま
な
ら
な
い
場
所
も
多

数
。
ま
ち
の
景
観
も
災
害
で

一
変
す
る
恐
ろ
し
さ
。

　

こ
れ
か
ら
大
雨
や
台
風
の

出
水
期
を
迎
え
ま
す
。
必

要
な
備
え
は
？ 

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
危
険
箇
所
を
確

認
、
非
常
時
の
備
え
の
準
備

…
…
。
真
剣
に
考
え
よ
う
。(

山
本
）
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各種相談ガイド

無料法律相談(予約制)

予約時に、氏名・住所・電話番号・相談内容を確認します。場合によっ
ては相談を受けられないことがあります。
日時：７月３日㈫　 午前10時～午後３時
　　　７月17日㈫　午前10時～午後３時
場所：予約時に案内します
問合せ：市消費生活センター (☎22－2111　内線1215・1216）

暮らし安心法律相談(予約制)

生活上の法律に関する相談に、司法書士会が協力します。
日時：７月５日㈭　午後１時30分～４時
場所：市総合福祉センター
問合せ：市社会福祉協議会(☎24－9192)

暮らしのなんでも相談(行政相談)

行政窓口の対応など行政に対する苦情や意見、要望、暮らしに関
するお悩みなどの相談に応じます。
日時：７月24日㈫　午前10時～正午
場所：東西コミセン
問合せ：市消費生活センター (☎22－2111　内線1215・1216）

心配ごと・無料法律相談(予約優先)

借金問題や日常生活に関わる心配ごとに、弁護士・司法書士が相
談に応じます。心の健康相談も行い、臨床心理士が相談に応じます。
日時：７月26日㈭　午後１時～４時
場所：山江村農村環境改善センター
問合せ：山江村健康福祉課(☎23－3978）

介護者家族会

介護する人同士で、日頃の悩みや不安などを語り合います。
日時：７月４日㈬　午後１時～３時
場所：市保健センター
問合せ：市高齢者支援課元気・長生き係
　　　　(☎22－2111　内線1234)

こころの健康相談(予約制)

こころの健康についてご相談ください。
日時・場所：７月12日㈭　午後２時～３時、多良木町多目的研修
　　　　　　センター
　　　　　　７月27日㈮　午後２時～３時、人吉保健所
問合せ：人吉保健所保健予防課(☎22－3107)

７月の八代年金事務所年金出張相談(予約制)

年金に関する相談に応じます。八代年金事務所でも年金相談を受
け付けています(予約制)。
日時：毎週月曜　午前９時～午後５時（16日を除く）
場所：東西コミセン
予約先：八代年金事務所(☎0965－35－6123)
問合せ：市保険年金課国保年金係(☎22－2111　内線1222)

■ 暮らしのお困りごとについて解決のお手伝いをします。相談は無 
　 料で秘密は固く守られます。何でもご相談ください。
問合せ　市消費生活センター (☎22－2111　内線1215・1216)

チャンネル

地デジ

３

人吉市の情報を配信中！
テレビ（データ放送）を利用した住民情報サービス

視聴方法
① ＲＫＫテレビを視聴します
② リモコンのｄボタンを押します
③「デタポン」を選び「決定」を押します

ひ と よ し の 情 報 発 信

ふるさと納税、観光、妊娠出産や子育て、福祉介護情報など、
市民の皆さんに必要な行政情報をたくさん掲載しています。

人吉市公式フェイスブック（人吉市役所）
市 か ら の 最 新 情
報 を 載 せ て い ま
す。

人よしライフ（人吉市移住定住サイト）

人吉市への移住・定住を考えている人に役立つ、人吉の観光・
産業や支援制度、求人情報などを紹介しています。

人吉市公式フェイスブック（日本のふるさとひとよし）

人 吉 の 旬 な イ ベ
ン ト 情 報 を 載 せ
ています。

人吉市公式インスタグラム
人吉市の公式インスタグ
ラ ム。 人 吉 の 見 ど こ ろ、
イベント、景色など、イ
ンスタ映えするものを紹
介します。

広報ひとよしをスマホでチェック！

マチを好きに
なるアプリ

ダウンロードは
こちらから

人吉市ホームページ

18 ㈪

19 ㈫

20 ㈬

21 ㈭

22 ㈮

23 ㈯

24 ㈰

25 ㈪

26 ㈫ ひとよし未来カフェ（修成館）

27 ㈬ ひとよし未来カフェ（下林町前村町内会館）

28 ㈭

29 ㈮

30 ㈯

７月
１ ㈰ 七夕まつり（CP）

２ ㈪ 広報配布

３ ㈫

４ ㈬

５ ㈭

行事カレンダー
６月

１ ㈮
広報配布、鮎漁解禁、水道週間漏水調査（願
成寺町）

２ ㈯

３ ㈰

４ ㈪

５ ㈫

６ ㈬

７ ㈭

８ ㈮

９ ㈯

10 ㈰

11 ㈪

12 ㈫

13 ㈬

14 ㈭

15 ㈮

16 ㈯

17 ㈰ 人吉市消防操法大会（SP）
※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

日 医療機関名 電話番号 薬局名 電話番号

１ ㈰
光永医院 ２２－２３６６ エスエス堂瓦屋店 ２２－６５５０
愛甲産婦人科 ２２－４０２０ まえだ薬局 ２３－２９８７
たかはし小児科内科医院 ２４－２２２２ たんぽぽ薬局 ２３－６１７０

８ ㈰
堤病院付属九日町診療所 ２２－２２５１ さくら調剤薬局九日町店 ２２－２１６２
みなみ眼科 ２２－６８２０
堤病院付属九日町診療所小児科 ２２－２２５１

15 ㈰
みのだ内科循環器科 ２８－３１１１ さくら調剤薬局西間店 ２２－８８５０
三浦整形外科医院 ２２－３４０１ エスエス堂きりん本町薬局 ４５－６３３０
やまむら医院 ４５－０００５

16 ㈪
外山内科 ２２－２００３ にのまち薬局 ２３－６９３３
吉村皮ふ科医院 ２２－７５５５ ミユキ薬局インター店 ２２－７４７２
人吉医療センター小児科 ２２－２１９１ さくら調剤薬局医療センター前店 ３２－９６５７

22 ㈰

人吉リハビリテーション病院 ２４－６１１１ あけぼの薬局 ２２－１１８０
外山胃腸病院 ２２－３２２１ うさぎ薬局人吉店 ３２－９６２１
公立多良木病院小児科 ４２－２５６０ ファーコス薬局多良木いちご ４２－６８８８

山口薬局 ４２－２１２３

29 ㈰
みのる診療所 ２４－７２５８ 翠薬局 ２８－３９６１
やまぐちマタニティ ２４－２７３８ 五日町薬局 ２３－６２２８
増田クリニック小児科 ２２－３５７０

救急
病院

外山胃腸病院 ２２－３２２１
年中無休 清風はなみずき薬局 ２８－３７３９

球磨病院 ２２－３１２１
※変更になることがあります。当日ご確認ください。

７月の休日在宅医・当番薬局 受付時間：午前９時～午後５時

７月29日(日)は臨時休業します。
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 成30年度

 
 2（日）

 吉市カルチャーパレス
（小ホール）

10：00～16：30
[受付]9：00～10：00

時間

場所

決勝
大会

主催／ 吉球磨の民謡全国大会実行委員会

共催／ 吉市、球磨郡町村会、 吉市教育委員会、球磨郡町村教育委員会連絡協議会

　　　 吉球磨広域行政組合

 
吉
球
磨
の
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2018年

 務局／熊本県人吉市麓町18-4　人吉市教育委員会教育部歴史文化課

　　　　（人吉城歴史館）　　TEL.0966-22-2111　FAX.0966-22-2134

　　　　熊本県人吉市中神町字城本1348-1　人吉球磨広域行政組合　広域観光課

　　　　（アクアパーク内）　TEL.0966-23-3080　FAX.0966-22-7255
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申込期間　６月15日(金) ～７月15日(日)※消印有効
申込み　　人吉球磨の民謡全国大会実行委員会事務局
問合せ　　(人吉球磨広域行政組合広域観光課内　☎２３－３０８０)

【大会開催要項・申込書設置場所】
大会実行委員会事務局（中神町城本
1348 －１）※市ホームページからダ
ウンロードすることもできます。


